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   午前10時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  おはようございます。 

 これより本日の会議を開きます。 

 副市長から、午前中、岩手県立遠野緑峰高等

学校卒業証書授与式出席のため、欠席の届出が

あり、議長としてこれを了としたので御了承願

います。 

 これより本日の議事日程に入ります。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（浅沼幸雄君）  日程第１、一般質問を

行います。順次質問を許します。９番瀧本孝一

君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  改めましておはようご

ざいます、唯一の会派「遠野令和会」所属の瀧

本孝一であります。今定例会も、通告に従い一

般質問をさせていただきます。 
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 弥生３月、明日は桃の節句ひな祭りというこ

とで、市内では「町家のひなまつり」が先月25

日から明日までの期間で、商工会女性部などの

御尽力で開催されております。 

 先般２月19日の地元紙の県南版に、「お帰り

町屋の内裏びな」という見出しで、中央通りの

老舗菓子店さんの内裏びなが、昨年５月８日に

発生した商店街裏の火災のもらい火により土蔵

が被災全焼し、焼失したかと思われた中で、箱

に入っていた和紙に厳重に包まれていたことで、

奇跡的にも消失を逃れたものの消火による放水

等で濡れたりしたため、修復を終えて戻ってき

たという記事が大きく掲載されました。昨年５

月13日に、「ひな人形奇跡の救出」という記事

でも大きく報道された内裏びなであります。 

 遠野の町家の歴史を静かに見守ってきた老舗

有名菓子店さんの内裏びなは、火事の後、全焼

した土蔵の中から発見された当時の新聞記事に

もびっくりしましたが、修復を終えて４代目の

おかみさんの元に戻り、100年近く受け継ぐ家

宝の復活は、再起の途上にある関係者と新型コ

ロナウイルス感染症拡大の影響に苦しむ地域の

希望になると伝えておりましたが、市民の1人

としても誠による喜びに堪えません。 

 さて、前回12月定例議会で、私は危機管理の

認識についてという一般質問をさせていただき

ましたが、私の質問に対する市長の答弁を見て

いた市民の複数の方々から、「顔色が変わった

っけ」とか、「感情的になっていたっけ」とか、

「むきになって言い訳がましく聞こえた」とか

の御意見をいただきました。 

 私は、事実を淡々と述べ、自治体トップとし

ての危機管理に対する姿勢を質問したつもりで

ありましたが、答弁目安時間をかなり超過され、

はたから見ても感情的になって答弁されていた

と思われた姿に、御自身に対する検証の必要は

なかったでしょうか。 

 特にも、一般質問通告書が提出された後、職

員が質問の内容を個々に聞き取り、時間がない

中で必死になって答弁書を作成していると想像

していますが、市長御自身の言葉で質問の趣旨

に沿って答弁されることは何ら異議を唱えるも

のではありません。しかし、誰にでもいろいろ

な感情はあるとしても、質問の中身から逸脱し、

頑張って答弁要旨を作成している職員の献身的

な努力を信頼して見守り、育て育む姿勢と、そ

の努力を無にすることのないような答弁を、議

場という場の中で冷静で的確な答弁をされるよ

う最初に強くお願いをしておきます。 

 それでは、今回も次の大項目２点の質問をさ

せていただきます。 

 １項目めは、市長に対し、22日の本会議初日

に示された市政方針演述について、そして２項

目めでは、学校図書館法改正後の学校司書につ

いて、教育長に一問一答の形式で答弁を願うも

のであります。 

 それでは、通告に従い、大項目１点目の施政

方針演述についてと題した質問に入らせていた

だきます。 

 20ページにわたる演述を聞いての第一印象は、

おおむねこれまでの前市長時代からの継続順事

業が総花的に羅列されており、ほとんど目新し

さは感じられず、市政の刷新を掲げられて就任

した市長のカラーに期待した市民の反応が気に

かかるところでもあります。 

 来年度の予算のキャッチフレーズは、遠野の

未来開拓予算と銘打たれていますが、個人的に

は、これまでの事業継続予算と捉えられ、未来

開拓にかける姿勢や本気度があまり伝わってこ

ないと思うのは私だけでしょうか。 

 さて、順次質問に入っていきたいと思います。

幅広い見識と深い知識をお持ちの市長にお尋ね

するのは甚だ失礼かと思いますが、市長は、

「政治は欲望の調整作業である」と言った有名

な政治家を御存じでしょうか。政治は欲望の調

整作業、まさに言い得て妙、これを末端自治体

に置き換えれば、行政は住民の希望・要望・願

い事の調整作業とも解釈されるのではないでし

ょうか。 

 そのような観点から伺ってまいります。 

 はじめに昨年12月に市内11カ所で開催された

みんなの井戸端会議の結果等についてでありま
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すが、一昨日の新田勝見議員をはじめ、複数の

議員の質問とも重複する部分も多いとは思われ

ますが、さらに理解を深めるために御容赦をい

ただき、答弁を願うものであります。 

 その参加人数等も含め、市民から出た意見の

概要や感想と、これから意見要望をどのように

市政に反映させ、実現させていくのかについて

お尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おはようございます。 

 はじめに、現在、ウクライナが侵攻されてい

る中で、こういうときこそ日本のおいしいお米

をウクライナまたは支援をしている周辺国家に

送っていただきたいなというふうに思います。

せっかく備蓄している、日本の農家が作ったお

いしいお米なので、有意義な活用していただけ

ればと強く願います。 

 そして、もう一つ、今の戦争を止めるために、

ロシア兵個々がそれぞれの判断で戦闘やめると

いう判断、選択肢もあるので、この点について、

世界中の人に呼びかけていただければありがた

いというふうに考えています。 

 ではもう一つ、今日で一般質問が終わります

ので、遠野の、一輪車の団体があります。全国

で優勝しました。とてもすばらしいことだと思

います。団体の部、ペアの部、それぞれ優勝で

す。すばらしいなと思います。１月30日に高崎

で行われた大会だそうです。全国大会です。す

ばらしいことだと思います。 

 そして、今日また緑峰高校の卒業式で、49人

の生徒さんが旅立っていきます。本当におめで

とうございます。 

 ただいまは、瀧本議員からありがたい御教示

をいただきましたので、心から感謝申し上げま

す。様々な感情、思いはあるでしょうけども、

人間はお互いにお互いを尊重しながら、議論も

共同生活もするべきだというふうに私は考えて

おります。 

 さて、みんなの井戸端会議でございますが、

366人の方が参加していただきました。219件の

御意見いただきました。これらは、前々日です

か、新田勝見議員の御質問の中でも答えさせて

いただきましたが、しっかり記録をし、精査し、

各地区センターにもお配りしております。 

 そして、すぐできることはすぐ対処しました。

私も、現場をすぐ次の朝、見に行ったりしてお

ります。青笹町もそうでした。松崎町もそうで

した。その中で、やはり現場にいて心配してく

れている地域の方、御父兄の方もいて、お話も

できて、今はこういう形でいいよとか、いろい

ろその地域の御努力というのは深く感じており

ました。 

 私の施政方針演述で、さっぱり継続でという

ことでありましたが、財政にしても様々な取組

についても、刷新といっても、昨日までやって

きたものを「はい、こうしなさい」というふう

にできるものではございませんし、そういうふ

うにすべきものでもございません。刷新という

のは、これからしていくということです。 

 もう一つ、予算についても、これからつくっ

ていく。そういうふうなことはもう多分、瀧本

議員は思慮深く考えられて容易に理解している

ことだと思います。 

 その上で、様々な施策を実施していきます。

昨日も申し上げましたが、見せるための予算は

編成しません。これから、実際しっかりやって

いくべきものをしていくというふうに考えて進

んでいきたいと思います。 

 そのためには、昨日も申し上げましたが、人

生意気に感ず。それと、楽しい環境をつくって

いく。こういうことが私は大事だというふうに

思っています。そして、欲。この欲というのは

本当に大事なところで、まあいいお話だったと

思うんですけど、私の欲は、遠野市をよくする

ということなんです。もう、それだけです。そ

のためだけにやっていきたいと思いますので、

どうぞ瀧本議員も一緒に、様々な欲をお捨てに

なって、遠野市のために御尽力いただければあ

りがたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 
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○９番（瀧本孝一君）  ウクライナのことも懸

念されますし、一輪車の優勝も、私もすばらし

いなと思っております。 

 井戸端会議の件で、366人、218件ということ

は、意見提言集からも分かりますけれども、そ

れについて市長は次の日、現場を見たりしたと

いうお話でした。いろいろな市民の欲望、願い

に答えていくのが、当局と議会の協力の下でそ

うなっていけばいいなというふうに思います。 

 この各地区から出された218件の意見や要望

に全て答えていくことは不可能だと思いますが、

これらをどのように調整し、市民の要望に応え

ていこうとするのかについて伺います。また、

地連協や地区センターから出された書面での意

見や要望には、まとめの意見提言集には反映さ

れていないようですが、この件数や取扱いをど

のようになされていくのかについてお尋ねをい

たします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  市民の御要望、これは

本当に全てにお答えしていきたいというふうに

思っておりますが、昨日も申し上げましたよう

に、道路や様々な、何ていいますか、ライフラ

イン、施設、これらについては遠野市の長期計

画の中で組み込んでいかなければいけないこと

だし、新たに出てくるものであれば、それをさ

らに組み込んでどういうふうに実施していくか

っていうことが出てくるものであります。 

 これは、この間も申し上げたとおり見直して

いきましょうと、0.1％、これが毎年0.1％しか

進まないものであれば考え方を変えましょう。

除雪もそうでした。これも、予算のつくり方変

えましょうと、私、はっきりと申し上げていま

す。これは、変えていくという宣言でもありま

す。 

 地区センターに関すること、施設のこともご

ざいます。様々な運営に対することもあります。

これは、地区センター個々に当たっていかなけ

ればいけない。そして、伴走して解決していか

なければいけないことです。時間、すぐできる

こと、お話合いをしながら進めること、様々あ

ります。その辺についても、確実にやって行き

ますのでどうぞその際にはよろしくお願いいた

します。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  変えていくということ

で、一緒に頑張っていこうというお話でござい

ました。以前の市長と語ろう会と違って、私の

参加した地元の会場を含め、遠野テレビを見て

いた限りでは、他の地区でも市長がどんと真ん

中に座り、出席者からの質問に対応していまし

たが、そこには市職員の姿が遠慮がちに、脇の

ほうやひっそりと後方に目立たないように参加

していたというのが印象的でありました。 

 私は、ある意味、多田市長はざっくばらんで

気さくで庶民的で分かりやすい言葉遣いの方だ

なとは認めますが、その上で、もっと市職員を

前面に出し、職員を信頼して市民とのやり取り

の中で成長の機会が得られる場面にするべきだ

と思います。 

 個人的見解の相違と言えばそれまでですが、

大衆的とはいえ、行政としての品格というか、

重みの感じられない井戸端会議という名称を使

って今後も同じような運営スタイルで開催して

いくものなのかについて見解をお尋ねいたしま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  一つ、ちょっと気にな

ったのは、品格のないというお話がありました

ので、品格のないものだったのか、そういう御

質問が品格がないのか、ちょっと計り知れない

ところであります。 

 これまでの井戸端会議、市長と語ろう会とい

うものがありました。私は、職員とミーティン

グをしました。どういうふうにしましょうかと。

職員の人に、ファシリテートしてもらってやり

ましょうか。そして、みんなで答えるようにし

ましょうか、前に座ったらどうですかとか、

様々議論しました。 
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 これまでは、市長さんが司会をして職員が答

えるという方法だったということでした。これ、

私が就任して１カ月、２カ月、この間に井戸端

会議を開催したものです。そこまでに、各関係

課、担当者としっかり議論をする時間というの

はあまり取れておりませんでした。 

 そこで、職員が考えたのは、市長が対応して

フリートーキングで答えてください。私たち、

今まで回答しなければいけなかったんですけど、

それってとても違和感がありましたと。その答

えによっては大変なことになるし、責任の重み

もあるし、そりゃそうだろうなあと私は思いま

した。じゃあどうしようかと。 

 私たちも、市民の方が質問したり提案したこ

とに対する市長の考えを一緒に聞いていたいと。

それによって、コミュニケーション、まだ取れ

てない時間の穴埋めをできると思いますと、そ

ういう話をいただきました。それならば、そう

いうふうにしましょうということで、そういう

ふうになりました。 

 ただ、ざっくばらんに御質問していただけれ

ば、例えばここに総務企画部長がいて、各地に

も同行しました。そのときに、総務企画部長、

これどうなんだ、今の多田一彦、話できるかと、

話しやすいか、そういうことまで聞いていただ

いても全然オーケーです。何を聞いていただい

てもいいというお話で始めたと思います。 

 どんどん、これから様々な機会に、今も馬の

方と話をしたり、様々やっておりますが、ファ

シリテートしてるのは、もう既に課長とか係長

さん、もしくは主事さんがファシリテートをす

るように変わってきております。 

 これから、その点についてはお楽しみにして

いただければ、そして自由に参加できる環境は

どんどんつくっていきたいと思いますので、御

期待ください。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私は、品格はないと言

ってはいませんので、そこだけは十分あれして

おいていただきたい。品格というか、重みの感

じられなかったというふうに話をしましたので、

それはそれとして、やり方はいろいろあるでし

ょうから、それはそれでいいと思いますけれど

も、私も今までとちょっと違和感があったもの

でこういう質問させていただきました。 

 次に、財政健全化に向けた具体的な取組につ

いて伺います。 

 施政方針演述では、市政運営方針の２点目と

して、昭和40年代から50年代にかけて整備した

多くの公共施設が一斉に老朽化による更新時期

を迎えており、その維持修繕には莫大な費用が

必要であり、このままでは健全財政を維持して

いくことが難しくなってまいりますと述べられ、

遠野市公共施設等総合管理計画の中間見直しを

行っており、役割を終えた施設については取壊

しあるいは民間への譲渡を進め、そのことが地

域活動や市内経済の活性化につながっていくよ

う、様々な角度から検討を進めてまいりますと

表明されています。 

 遠野市の財政状況は、他の自治体とどのよう

な違いで健全性が劣っているのか、検証された

んでしょうか。公共施設の老朽化だけが財政を

圧迫しているような表現ですが、それで間違い

がないのでしょうか。財政の健全化ということ

は、自治体運営上で非常に大事な部分ではあり

ますが、公共施設の見直しだけが財政の健全化

に向けた取組という表現には大いに疑問を持た

ざるを得ません。 

 あたかも遠野市の財政状況が危機的状況にあ

るようなこれまでの市長の言動は、市民に不安

な思いを抱かせるに過ぎないと私は思っていま

す。もっと具体的で説得力のある健全化への取

組の内容を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私の受取り方が悪いの

か、言葉の意味の解釈がどうなのかというのは

お任せしたいと思いますが、先ほど冒頭に、冷

静に顔色を変えずにやってくださいということ

がお話ありましたので、そのことをちょっと思

い出しながらお話をいただければありがたいと
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思います。 

 財政の健全化というのは、常に考えて目指し

ていかなければいけないということです。 

 そして御存じでしょうか、水道設備、下水道

もあります。もう令和２年には経常収支の部分

で赤になってるんです。そして、令和６年には、

その資産の部分でも逆転していくんです。汚水、

これも同じです。財政健全化指数では、まだま

だ職員の努力でマイナス、最低のところまで転

落していません。でも、これは職員の努力です。 

 これまでに分析をしていれば分かるんですけ

れども、なぜ市民の方々から道路の問題、水道

の問題、水路の問題、それこそコロナの経済対

策、農業の対策、これほどまでに出てくるんで

しょうか。 

 この辺のところをしっかりやっていくという

のは、本来行政の役割でございます。これをや

っていれば、とっくにとんでもない状態になっ

ているんです。 

 十分にやれてないから、何とかそこの計算を

ぎりぎりのところで守ってるから今の状態でい

られるんです。 

 私が就任して、予算の話をしました。そのと

きに、職員が私に必死に訴えていました。これ

から大変な部分、こうです。でも、ここは死守

しました。いや、大変な苦労をしながら、財政

予算獲得しながらやってるんだと。でもこれ、

できないんです。こういうところを切らなきゃ

いけないというのはつらいんです。こういう点

がたくさんありました。多分、市民に対して言

いたくても言えない部分です。私は、その気持

ちを痛いほど感じました。だから、あまり財政、

厳しく言いたくないとそのとき思いました。 

 しかし、今まで皆さんが要求してきたことが、

全てちゃんと市民が満足するようにできてる体

制ではないです。 

 本当はやりたいんです。このことを考えても、

本当にお金がないのかと、こんなことは分かる

じゃないですか。 

 健全じゃないとか健全であるとかという議論

をするよりも、どうやってそれをやっていくか

ということを、そのためにみんなが血を流さな

ければいけないこともあるんですよと、そうい

う議論をして市民に訴えていくのが議会ではな

いでしょうか。 

 私の説明では不十分かもしれません。すぐ刷

新した予算を編成しないというのは、先々日、

一昨日も申し上げました。その間、担当職員は

お金を遊ばせたりしません。 

 読み上げます。職員が書いてくれたものをし

っかり尊重しろというアドバイスもありました

のでそのようにしたいと思います。 

 令和３年度一般会計補正予算（第９号）にお

いて、今年度負担を減らすため、市債残高の繰

上償還を実施した。 

 市債の種類によっては、毎年度の元利償還金

額に応じ普通交付税算定に加算されるものがあ

る。今回、繰上償還しようとする市債は、今後

の普通交付税算定に影響なく、利子償還金の削

減につながる。 

 また、今後施設改修等に対応するため、公共

施設等整備基金への積立金を１億円計上したと

ころ、この積立てにより公共施設等整備基金の

令和３年度末残高見込みは２億7,500万となり

第４次健全財政５カ年計画の目標額と比較し、

１億5,700万円上回る見込み。 

 令和４年度予算編成に向けては、経費の最適

化を維持し、政策的事業への予算の重点化を図

るため、これ、準備ですね。経常的経費に係る

一般財源については、前年度比マイナス２％と

する枠配分予算要求方式を実施したことにより、

2,700万円の削減効果があった。 

 さらに、各種団体への補助金や負担金につい

て、過大な支出とならないように運営や事業に

係る決算条項状況を確認し、見直しを行った結

果、1,800万円の削減効果があった。 

 令和４年度の取組としては、第４次健全財政

５カ年計画に基づき、使用料、手数料等の見直

しに取り組まなければもたない。ふるさと納税

においては、充当事業の明確化やＰＲの充実等

に取り組み、前年度当初予算と比較し4,100万

円の増収を見込んでいる。 
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 こういうことです。この数カ月の短期間に、

私からオーダーのあったことについて、精査し

ながら準備のための予算としたい。ここに対し

て、これほどすばらしい取組をしていただいて

います。御理解いただければありがたいと思い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  職員の御努力はちゃん

と認めております。教育長にも答弁をいただく

部分もありますので、２人で30分以内になると

思いますのでよろしくお願いいたします。 

 あまり時間もなくなってきますので、次に進

みます。 

 次に、171億1,000万円で編成された来年度の

当初予算のキャッチフレーズは、遠野の未来開

拓予算と銘打たれていますが、個人的にはこれ

までの事業継続予算と捉えられ、未来開拓にか

ける姿勢や本気度があまり伝わってこないと先

ほども申し上げました。 

 施政方針の中で、市長は公約に掲げた「市民

の命と暮らしを守る」の実現に向け、これまで

のまちづくりの取組を大切にし、新たな試みに

向けた切替え予算でもあると述べていますが、

ほとんどこれまでの事業継続予算の中身のどこ

が新たな試みに向けた切替え予算なのか。 

 昨日の同僚議員の答弁では、これまでの取組

から一旦ニュートラルな姿勢に立ち戻り、そこ

から新たな取組をというようなニュアンスの答

弁と感じましたが、私も新たな切替えの予算と

いう意味と具体的な内容について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  若干、御理解いただい

ていないんだなというところがあります。それ

をなくして、いきなり次を生む。組織変更もす

る。人事異動もして、新たな計画立案に取り組

んで進むと、チーム力を活かしていく、そのた

めに見せかけの事業はつくらない。こういうふ

うに申し上げております。 

 同時に、計画、私が掲げてきた公約というの

は、遠野市の総合計画の中でもしっかりうたわ

れていることです。昨今の各地方の、または地

方自治体の課題を見たら同じようなことがたく

さんあるでしょう。問題は、様々なことを実行

していくかどうかということです。 

 例えば、大綱１、自然景観や雰囲気のある町

並みの良好な保全や形成を図る、こういうとこ

ろがございます。これは、2006年の遠野市総合

計画、そして第２次遠野市総合計画、前期後期

ございます、全てにあります。 

 自然景観、雰囲気のある町並み。これをどう

やっていくかと、差し支えなければ瀧本議員の

イメージを教えていただければありがたいので

すが、ここは御質問できるところでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  その反問はできません。 

○市長（多田一彦君）  反問はできない。 

○議長（浅沼幸雄君）  反問はできません。 

○市長（多田一彦君）  分かりました。それで

は結構です。 

 つまり、毎年度、毎計画でこういうことが出

てるということです。ほかのこともそうです。

農業のこともそうです。産業のこともそうです。

それは、何を意味しているでしょうか。 

 永遠の課題だということであれば、それはも

う、もちろん永遠の課題ですが、どういうふう

に進歩していったか。御自身が、これの分析が

できているかどうか。そして、もう１つ書いて

おります、みんなで支え合うまちづくり。住民

主体の地域づくり。私が言ってるのは、これを

本当にやりましょうということです。本当に、

一緒にやっていただけませんかということです。 

 もう１つあります。大綱１の自然景観、雰囲

気ある町並み、このところで、乱開発、再生エ

ネルギー、これを進めなければいけないが、乱

開発による河川の、土砂の流出とかそういうこ

とも防止しましょうと、書いています。2006年

から書いています。 

 これについて、最近、地域住民からの要望も

あったはずです。そのとき、私も住民の相談に

乗っていました。私も一緒にお願いしていまし

た。議会にお願いもしました。 
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 瀧本議員はそのとき、住民に対して、何も、

頑張っているので様子を見るというお答えをし

たと記憶しています。 

 私が言いたいのは、そういうことを解決しに

いくということです。これをやっていかなけれ

ば、いつまでたっても進歩しません。 

 時間がないということでしたので、さらに小

さな交通網。これについても、ずっと載ってま

す。じゃあ、具体的にどうしたのか。 

 農林畜産業、同じです。私は、それをしっか

り市民の方々、農家の方々、地域の方々と一緒

に自主性を尊重しながら取り組んでいきましょ

うと言ってるんです。 

○議長（浅沼幸雄君）  市長。まだ、そこまで

質問になっておりませんので、答弁書の中には

あるかもしれませんが。 

○市長（多田一彦君）  これすみませんけど、

質問に対してではなくて。 

○議長（浅沼幸雄君）  時間が、目安ですけれ

ども、答弁時間30分という目安がございます。

もうひと方、教育長の答弁の時間もありますの

で、おっしゃりたい気持ちは分かりますけれど

も、一応目安の時間もございますので、その辺

も配慮した答弁をお願いします。 

○市長（多田一彦君）  分かりました。総合的

に、私はそういうふうに考えているということ

を申し上げたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  一問一答という質問を

やって、やり取りしてるわけですから、大分先

まで答弁をしていただいたようですけれども、

聞かれたことに対して簡潔にお答えをいただけ

ればと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  瀧本孝一議員、それは

議長である私のほうからも指摘しますので質問

に入ってください。 

○９番（瀧本孝一君）  すみません。具体的な

切替え予算という意味、いまいち分かりません

でしたが、次に、大綱別の取組についての中の、

大綱１、自然を愛し、共生するまちづくりのと

ころで、市長は私たちがこれまで守り受け継い

できた自然環境、景観や恵みを育てる農村景観、

宿場町、城下町の雰囲気を残す町並みの景観は

かけがえのない市民共通の財産であることから、

良好な保全形成を図ってまいりますと述べてい

ます。 

 これには何ら異論を挟むものではありません

が、人口減少、高齢化社会の中で、自然景観や

雰囲気のある町並みの良好な保全や形成をどの

ように図っていくのか。その具体的な施策の中

身について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  そもそも私が先ほど答

弁した答えは、全体的に大綱、遠野市の基本計

画の中でそういうふうにしていかなければいけ

ないという、基本的な考え方を申し上げました。

繰り返しますが、みんなで支え合う、地域主体

の地域づくり、住民主体の地域づくり、乱開発

を防止する、基本計画を尊重しつつ、そういう

ことを聞いて、手を施さないということではな

くて、課題を見過ごさないで、しっかり向き合

っていくということです。そのアクションを一

緒にやりましょういうのが私の考え方でござい

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  理念は分かりますけれ

ども、なかなか具体的な部分では出てこないと

いう感じであります。 

 次に、同じ大綱１の「総合交通対策では」で、

市長は廃止バス路線の代替運行と市営バスの運

行について、地域の特性を踏まえながら高齢者

や障害者がより利用しやすい交通システムを構

築し、地区センターの活用も視野に入れながら

小さな交通網の実現を目指すと述べています。 

 確かに、当市のようないわゆる田舎にとって

は、高齢者や免許返納者等生活弱者にとって、

公共交通の衰退は極めて大きな問題ですが、国

土交通省等の大きな壁をはじめとする様々な規

制のある中で、民間事業者等の存在も考慮しな
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ければなりません。 

 この小さな交通網の構築のへの具体的な中身

について、市民の皆様の一層の理解に結びつく

ような見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私が申し上げてる考え

方が若干まだ御理解いただいていないなという

思いがしますが、この小さな交通網というのも、

長年書かれてあるものです。 

 具体的なことが浮かばないと先ほどおっしゃ

っておりましたけども、つまりイメージがない

ということです。そうじゃなくて、私はみんな

がイメージできるような形、そのみんなのイ

メージをつないでいく。その中で、合理的に計

画を立てていくということ、そのためにお話を

聞くということです。 

 ずっと前から、この交通網に関して、もしく

はその前の御質問のことに関して考えているの

であればそれなりのイメージはお持ちでしょう

から、私が申し上げたこととイメージを重ねる

ことはできると思います。 

 つまり、いいことを言っていただいたなと思

うのは、そういうイメージをしっかり地域住民

の方も、もちろん瀧本議員も持っていただいて、

イメージを重ね合わせて議論をしていくという

ことをできるようにしなければ具体的に進まな

いということです。 

 小さな交通網は、もう計画で名前は載ってる

んだから、話合いとかいろんな相談をしてると

ころもあります。そこに私、もっと入っていっ

て、これから私が思っている部分の提案とか、

そういうものをしていきたいと考えています。 

 もっと御意見をお持ちのようであれば、また

はイメージがあれば、これらを役に立たせてい

ただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  想像力がないというこ

とでありますけれども、従来から課題に乗って

きて、総合交通対策という中でやってきてるこ

とは私も十分承知をしております。 

 次に、大綱３の活力を創意で築くまちづくり

の中では、当市の基幹産業である農林畜産施策

や産業観光のことに触れていますが、特にも農

業分野では高齢化、後継者難による離農や耕作

放棄地が増え、米価の大幅下落や資材燃料等の

高騰もあり、農業を取り巻く環境は非常に厳し

いものがあることは市長もお分かりのことと存

じます。 

 その中で、農業経営の見える化や農業起業塾

の開設、そして農業人口の拡大を図るなどとさ

れていますが、農林畜産施策に係る多田市長の

特徴的な取組、いわゆる「多田カラー」の具体

的な中身と、離農者が増える中にあって農業人

口の拡大を目指そうとしていますが、本当にそ

れが図れるものかについて伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  結論から申し上げて図

れます。これからいろんな施策、提案をしてま

いります。 

 農業起業塾、これ、これからの生き方が変わ

る時代、価値観が変わる時代では本当にいいで

すよね。議員お住まいの地域も、本当にすばら

しい景観といろんなポテンシャルの高さがあり

ます。 

 特にワサビ、これに関しては、私、様々な意

見交換をワサビ関係者としておりますが、これ、

生産する農地を増やすというのは、まず絶対必

要です。それと、生産計画とともに販売計画、

その営業方法、これの相談をするということが

必要です。 

 今、何度か私は言って、お伺いして話をして

いますけども、そこにまだまだ至ってないんで

す。 

 またホップ。ホップに関しても、今度は少し

販売単価が上がりますか。ですけども、トン数

は昨年28トン、１億あったものが8,000万円、

ここまで下がっています。農家も減りました。

これを増やしたいと思います。 

 それから、今年はとにかく作付面積、耕作面
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積も増やしたい。そういうふうに計画していま

す。それによって、収穫トン数が変わってくる

ので上がっていく。これ、どうしても今、28ト

ンですが、45トン、60トンにしていかなければ、

次の施設の整備ができない。そのために、私は

関係者と一緒にその方法論をもう相談し始めて

おります。 

 畜産に関しても同様です。どうすれば畜産業

者さんが。遠野の57％が畜産業者さんです。本

当に大事なことです。ただ、それを支える畜産

公社もしっかりとしていかなければいけない。

そこの立て直しもしなければいけない。同時に、

生産者さんの利益拡大を目指した話合いと取組

をしていく。 

 ほかでも、企業的農業、企業的畜産、集団的

農業畜産、これらに向かっていきます。 

 圃場整備もあります。問題を抱えて止まって

いる圃場整備もありました。積極的に現地に行

き関係者と話をし、方法論を模索してできる方

法を探しています。恐らくそれでできるだろう

と思っています。 

 どんどん進んでその課題に入っていって、私

は課題を一緒に解決して進めていきたいと考え

ています。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  大いに期待をしており

ます。よろしくお願いいたします。 

次に、大綱５、みんなで考え支え合うまち

づくりの中の健全化財政における、歳入確保策

の使用料・手数料の見直しと、ふるさと納税の

取り組みについて、お尋ねをいたします。 

施政方針演述では「第四次遠野市健全財政

５カ年計画」の着実な推進と、事務事業や使用

料、手数料の見直しを進めるとともに、市税の

収納強化、ふるさと納税の魅力化や裾野の拡大

により歳入の確保をはかってまいりますと述べ

ておられます。 

私は、過去の一般質問や委員会質疑の中で、

自主財源の確保の重要性の観点から、これまで

何度も訴えて来た経緯があります。広報遠野へ

の有料広告の導入、市ホームページへのバナー

広告の導入、そして平成26年６月議会で提言し

た、ふるさと納税制度が平成28年１０月から実

施され一定の成果を上げ、自主財源確保へ貢献

していると認識をしているところであります。 

ところで、使用料や手数料の見直しという

ことは、すなわち値上げであると思われますが、

どのような項目の使用料や手数料を見直すのか、

時期はいつ頃なのか、値上げの幅はどれくらい

なものなのか、市民への経済負担につながらな

いか等、現時点で答弁できる具体的な内容をお

尋ねいたします。 

また、ふるさと納税ついては企業版も含め

これまで順調に伸びて来たと思っていますが、

返礼品に係る事業者等へのいい意味での影響も

それなりにあったのではないかと推察していま

す。 

それらを踏まえ、今後もどのような施策で

魅力化や裾野の拡大につなげて、より以上の歳

入の確保を図って行こうとするのか、その辺り

の見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  考え方、すぐお分かり

いただくっていうのは難しいんだなというふう

に感じていますが、自主財源というのは増やさ

なきゃいけないですよね。これまでも今議会で

は、私は自主財源を増やすということと同時に、

地域、市内の事業者さんに事業をできるところ

はしていただいて、遠野市の歳入にも結び付け

るっていう話しもしてあります。それと、賃料

の見直しとか、そういうものっていうのは、独

断でやれるものかどうかってものがあるから、

議会でこれをこのようにしたいというふうに申

し上げるべきものなのかどうかっていうことに、

私は若干、今の段階で疑問がありますが、つま

り、水道料金、下水道料金とか水道は増やして

いかなければいけない部分もあるし、改修もし

ていかなければいけない部分がある。昭和45年、

50年に水道一気にやったから、令和２年にはも

う逆転してるんです、大幅に。令和６年には、
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さらに進むんです。 

そういうところをどうするかっていうこと、

しっかりと共通理解した上で考えなければいけ

ないから、皆さんの御意見をいただく機会を作

りますというのが、今回お話ししてるところで

ございます。 

もう一つは、第三セクター、外郭の収支経

営改善っていうことが大きなことでございます

から、経営分析をしております。これも今まで

しっかり分析ができていないです。私が求める

資料が準備できていない部分が多いです。とい

うことは、分析する要素がないということなの

で、その辺を作成していただいています。 

それによって、どういうふうにしていけば

適正なのかってことを考えなければいけません。

イコール、全部上げるのか、いや、上げなくて

いいものもあるはずです、そういう見直しをし

っかりしていけば。上げなければいけないもの

があるのか、これをしっかりと認識していって、

議論をしていかなければいけないというのが、

行政であり議会だと認識しています。 

そういう意味で、将来じゃあこれは多田市

長になって、すぐお金の話しはしたくない。お

そらく前政権も、これまでそこの部分にメスを

入れなかったのは、したくなかったんだと思い

ます。すごく気持ちはわかります。市民のため

に負担をかけたくない。ただ、それを問題を明

確にしなければもっと先で、もっと大きな問題

になることがあるので、それは現状維持でも構

わないので、問題だけは認識して下さい、こう

いうことは必要ではないかと私は思っています。

それが見える化です。 

これから皆さんの御意見をさまざま頂戴し

ていきますので、その辺もよろしく御協力をお

願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。   

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  どうもこう市長の理念

といいますか、みんなで一緒に考えてこうやっ

ていきたいという部分はわかりますけれども、

具体性が見えてこないという意味で、私はこれ

まで質問してきたつもりです。そこら辺を簡潔

に答弁いただければ、私はなんら文句はないん

ですけれども、理念は理念としてわかりますよ。

みんなで一緒に考えてやっていきましょうと。

それはいいことだと思いますけども、でもその

前にみんなで考えて、市の方針と違ったらどう

なるかという部分も心配されます。そこをもう

少し具体的に答えられてもいいのではないかな

というふうな思いであります。 

次に、市長への最後の質問ですが、答弁時

間がないようですけども、答えていただけるか

どうかわかりませんけれども、施政方針演述の

結びの最後に、新型コロナウイルス感染症対策

に対する市民へのお願いについて述べられてい

ますが、あの「○○してはいけません」的なお

願いは、全く当然のことであり、市内にもオミ

クロン株と思われる感染者が確認されている状

況の中で、あまり緊迫度のないお願いであり、

市民への説得力は薄いと私は断言します。 

そして先般、１月31日の遠野テレビで、市

内に感染者が発生したため市長からの緊急放送

がされましたが、２月15日の全員協議会で配布

された「新型コロナウイルス感染症対策に係る

取組等の状況について」という資料では、２月

１日の岩手県の公表となっており、居住地を明

らかにしてほしくない感染者にとっては、１日

の違いとはいえ、時系列的に見て遠野市という

居住地をテレビで放送したことは、明らかに勇

み足だったのではないかと思われます。 

このことについて、通告をしていないので

答弁はあえて求めませんが、説得力に欠ける市

民へのお願いをどのように検証され、今後更な

るコロナ感染症対拡大防止に向けて、市民に対

して納得のいく取組・周知にについてお伺いを

いたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  通知してないというこ

とでしたので、答弁なさらなくても結構ですが、

よろしいですか。 

〇市長（多田一彦君） はい。 

〇議長（浅沼幸雄君） 多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 
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〇市長（多田一彦君） それでは、御答弁いた

します。 

いろんなとき、冷静に市民を焦らせずに対

応していかなければいけないし、報道もしてい

かなければいけないと思います。それにどのよ

うな理由でそういう報道に至ったかということ

も危機管理の部分で、職員、チームで考えてい

るわけです。今度、その部分について、どうい

う理由でこうですって申し上げる過程で、また

さらにこれは、深いところの理由を説明しなけ

ればいけないということになっていくわけです。

ですから、敢えてその辺のことは言わない、そ

ういうふうに考えておりますが、報道の仕方に

関しては、チームみんなで話し合いながら真剣

にやっております。できるだけ公表をしてくだ

さいということも進めておりますが、公表した

ことについては、本人が遠野市というふうな公

表しているもの以外はしておりません。その辺

も冷静な御判断を頂戴できればとお願いしたい

ところです。 

また、前段で瀧本議員は本当にいいお話し

をしていました。そのとおりだと思いますので、

そのように進めていくのがよろしいか、議会と

しても市長としても市民にそういう真摯な努力、

真正面から議論する姿勢を見せていきたいと思

いますので、新米ではありますが頑張りますの

でよろしくお願いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  それでは、次に大項目

２点目の学校図書館法改正後の学校司書につい

てと題し、教育長に質問をさせていただきます。 

 児童生徒の数が減少の一途をたどる中で、教

育環境の変化は著しいものがあり、加えて我々

の小学校時代には想像もつかなかったＩＣＴの

普及により、一人一台のタブレット端末を利活

用しての教育の時代となりました。 

 しかしながら、いくらＩＣＴ社会やデジタル

社会が進歩しても、読書を通じて知識を得ると

いう行為は、幼少期から人生の晩年に至るまで、

目には見えないものの、その人の様々な面に大

きな影響を与え得る、極めて大事な知識習得の

場であることは誰もが認めることだと思われま

す。 

 本会議初日の遠野市教育行政推進の基本方針

では、政策の第３の施策の１つ目の中の方針の

２つ目で、図書館活動の推進ということで、第

４次遠野市子どもの読書活動推進計画に基づき、

子どもたちが読書に親しむ機会を広げるため、

小中学校、児童館、福祉施設等への貸出し図書

の充実と、移動図書館車の効率的な運行に努め

るとともに、児童向けの映画会を定期的に開催

し、視聴覚教育の充実を図るなど、図書の推進

と利用しやすい図書館を目指してまいりますと

演述されましたが、残念ながら学校司書等の活

用については言及がありませんでした。 

 世界的に著名な建築家の安藤忠雄先生が、東

日本大震災による東北地方の沿岸部の被災地の

子どもたちの心の場の復興として、私財を投じ

て本市に建築寄贈いただいたこども本の森遠野

には、読書を通じて過去を学び、今を考え、未

来を想像してほしいとの安藤先生の強い願いが

込められています。 

 ところで、昭和28年法律第185号によって施

行された学校図書館法は、その名のとおり学校

における図書館や図書室の充実のためにつくら

れた法律であり、その役目を果たしてきました

が、平成26年４月に超党派の国会議員で設立さ

れた学校図書館議員連盟の活動などにより、時

代の流れに合わせ一部改正が行われ、平成26年

６月の交付、翌27年４月１日から施行されまし

た。 

 その改正の中では、第６条を新設し、学校司

書という身分が明文化されて法的に位置づけら

れ、その職員を置くように努めなければならな

い。また、資質の向上を図るため、研修などの

実施に努めることなどとされていると認識をし

ています。 

 そこで教育長に伺います。平成27年４月１日

から一部改正施行された学校図書館法における、

特にも学校司書の法的位置づけ、明確化の御認

識と、施行から約７年が経過しようとしていま
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すが、これまでの当市の小中学校等への学校司

書職員の配置等の対応経過について、努力義務

ではありますがどのように取り組んでこられた

のかについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  一般質問の途中ではご

ざいますがここで10分間休憩いたします。 

   午前11時07分 休憩   

────────────────── 

   午前11時17分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 ９番瀧本孝一君の一般質問に対する菊池教育

長の答弁から始めます。菊池教育長。 

 なお、感染予防のため、教育長はマスク着用

のまま答弁いたしますので御了承願います。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  学校図書館法の一部

改正についてでございます。 

 改正までの経緯等につきましては、議員御案

内のとおりの経過をもちまして、第６条によっ

て学校司書、これが努力義務として設置できる

という規定は承知しております。このことによ

って、司書教諭に加え学校司書を置くことがで

きるというふうな改正になってございます。 

 それに係る対応ですけども、本市におきまし

て、この改正から７年が経過してございますが、

その配置基準等もございまして、実際の配置基

準は本市においてはございません。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  配置はされていないと

いうことでありました。 

 次に、学校司書教諭と学校司書の身分や仕事

の内容の違いなどについてお尋ねをいたします。 

 学校司書は、法改正前から多くの学校に配置

され、子どもや教師のニーズに応えてきたよう

ですが、平成９年の学校図書館法改正で、12学

級以上の学校には必ず置かなければならない司

書教諭と、法的な身分の位置づけはないものの、

図書の管理や貸出業務、図書館活用教育への協

力・参画をはじめ、教師の読書指導や授業活動

を支援する職員として、仕事の内容はさほど違

うものとは思われません。 

 勉強不足で甚だ失礼ではありますが、教諭の

資格の有無や学校の規模の違いによるものなの

か、いまひとつこの違いに理解が足らない状況

でありますので、この際お尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  司書教諭と学校司書

の役割等の違いということのお尋ねでございま

した。 

 まず、役割についてでございますが、司書教

諭は、学校図書館の運営のほかに、教諭でござ

いますので指導をつかさどります。学校司書は、

専ら学校図書館の整備や案内などを担当するこ

ととされてございます。 

 また、資格につきましてですが、司書教諭は、

主幹教諭、指導教諭、または教諭のうち司書教

諭の講習を修了した者がその資格を有すること

になります。現在、本市におきましては17名の

司書教諭が配置をされているということでござ

います。 

 学校司書につきましては、必要な資格や経験

など一律の条件は示されておりません。国にお

いてその方向性を示すとありますが、実際には

地方自治体において資格要件等を定めるという

ことでございます。 

 最後に、配置基準でございます。司書教諭は、

議員御案内のとおり、12学級以上の学校には必

ず配置ということにされておりまして、本市に

おきましては、この基準に基づき、遠野小学校

遠、遠野北小学校、遠野中学校の３校に司書教

諭を配置しておりますし、これに加えて、小学

校６校、中学校１校に配置をしているところで

ございます。 

 学校司書の配置基準は、小学校は27学級以上、

中学校は21学級以上の大規模校に対し、定数に

よる公費措置とすることになってございます。 

 よって、本市においてはこの配置基準に該当

する学校がございませんので、配置ができない

というふうな現状でございます。 
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○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  次の質問に移ります。 

 地方教育行政法の改正に伴い、平成27年４月

から、各都道府県市町村に総合教育会議という

会議体を設置しなければならなくなりました。

首長と教育委員会により構成され、地域におけ

る教育行政の指針となる大綱を策定する会議体

と理解しますが、当市でも年２回ほど開催され

ているのではないかと思っています。 

 この遠野市総合教育会議の中で、児童生徒の

豊かな人間性を培う読書活動に大きく影響する

と思われる学校司書に関する議題や話題が取り

上げられたり、各学校への配置について課題と

されたようなことはこれまでにあったのか、ま

たはなかったのかについてお尋ねをいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  総合教育会議地方教

育行政の組織及び運営に関する法律の改正によ

りまして、これが新しく定められました。平成

27年度から本市においては総合教育会議を設置

してございます。 

 この中で、学校司書についての話題があった

かなかったかということでございます。先ほど

答弁申し上げたとおり、本市の学校においては

配置基準にかなう学校がございませんので、こ

のことに関しては特段話題になったことはござ

いません。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  配置基準に満たないた

め、話題になったことはないというお話でした。 

 次に、ゲームやスマホに長時間はまり、いわ

ゆる依存性に陥っている子どもたちが年々増加

している実態があると報道されており、私も同

感であります。 

 様々な本に出会うことは、人生を豊かにして

くれると確信をするものですが、確かな学力の

育成にもつながり、言語活動や探究的な学習の

充実にも結びつくとともに、幼少期を含め、小

中学校時代に司書教諭や学校司書のサポートが

あれば、なおのこと読書に対する興味が湧く子

どもたちも増えるのではないでしょうか。 

 遠野市の学校教育のトップをつかさどる教育

長は、学校司書の役割をどのように認識され、

その重要性についてどのように評価されている

のか、また、学校司書を各学校へ配置されては

いないようですが、現状このままでいいものか、

今後どのような方向性で対応していくのかにつ

いて見解をお尋ねいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  菊池教育長。 

   〔教育長菊池広親君登壇〕 

○教育長（菊池広親君）  読書活動の重要性に

ついては、十分認識をしてございます。また、

言葉で言えば、ＩＣＴはデジタル、そして読書

はアナログと、このデジタルとアナログをどう

融合させていくかというふうなことも申し上げ

たという記憶がございます。 

 学校司書、これを配置することによって、例

えば司書教諭等の負担が減るなり、または、専

らその学校図書館に勤務するわけですので、そ

の図書の充実が図られるというふうなことは認

識してございます。 

 ちなみに、岩手県内において、学校司書の配

置状況でございますが、これは平成28年度の国

の調査によるものですが、小学校では、全国平

均が59.3％、本県は35％、中学校においては、

全国平均が57.3％、県においては32％と、全国

と比べて低い水準となってございます。 

 一方で、遠野市立学校には、先ほど申し上げ

たとおり学校司書は配置してございませんが、

司書教諭を市立学校14校中10校に配置しており、

その配置割合は国・県と比較しても上回る数値

でございます。 

 また、ほとんどの市立小学校には図書ボラン

ティアによる読み聞かせ活動、または学校図書

館の装飾や図書の整理などが行われているとい

う実態もございます。 

 加えまして、市立図書館の移動図書館車によ

る学校巡回、また、こども本の森遠野のオープ

ンなど、児童生徒が本に親しむための遠野なら
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ではの環境も充実しているものと捉えてござい

ます。 

 読書活動を充実させることが一番大切なこと

でありますので、今後におきましても児童生徒

の豊かな心を育むために、地域各施設と連携し、

よりよい読書活動と学校図書館の環境整備に努

めてまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  ９番瀧本孝一君。 

   〔９番瀧本孝一君登壇〕 

○９番（瀧本孝一君）  私の質問はこれで終わ

りますが、多田市長にも菊池教育長のような答

弁を願いたいところであります。 

 ロシアとウクライナが戦争状態となり、国際

社会が緊張を強いられている状況にあり、今朝

のテレビでは首都キエフへの大規模な攻撃も始

まったと伝えていました。 

 一昨日から一般質問に立った多くの議員が、

この事態に対しコメントを述べていますが、戦

争は何の罪もない一般市民が犠牲となり、悲劇

しか生みません。 

 戦争を経験し、世界では唯一の被爆国である

日本から一刻も早い平和的な解決を望むととも

に、ギャグや駄じゃれが好きな市長が昨日、副

市長のことをいつも動いていなければ死んでし

まうような例えで揶揄していましたが、ある意

味一日中動いて働けというパワハラと受け取る

人もいるかもしれません。 

 ギャグ、冗談、駄じゃれ、ジョーク、ウイッ

ト、人を笑わせる手法はいろいろありますが、

自治体の首長として、おやじギャグや駄じゃれ、

ジョークを否定するものではありませんが、時

と場合や、議場などの場をわきまえ、駄じゃれ

などではなく、ウイットに富んだ会話をもって

市長が望む楽しく明るい市政に取り組んでいた

だきたいと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者席消毒のため、

暫時休憩いたします。 

   午前11時29分 休憩   

────────────────── 

   午前11時30分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  多田勉でございます。質

問に入る前に、例年申し上げておりますが、今

年も税の申告が始まっております。貴重な市の

財源確保、長期にわたる事務従事をされている

関係職員の皆様にも御苦労さまですと申し上げ

ておきたいと思います。 

 それらの貴重な財源の積み重ねによって、遠

野の未来開拓予算と位置づけて編成されました

総額171億1,000万円の令和４年度予算が提案さ

れました。就任４カ月余りを経過して、この間

見たり聞いたりしたことが新年度予算に確実に

反映されているものと期待をしながら、今定例

会では大項目１点、市長の施政方針について、

一問一答方式により質問をしてまいります。 

 それでは、令和４年３月定例会冒頭に行われ

ました市長の施政方針演述の中から、何点かに

ついて市長の見解を伺ってまいります。 

 まず最初に、水道事業についてでありますが、

先ほど市長の、前の議員の質問に対する健全財

政の関係の答弁がありましたが、あれを聞くと

なかなか質問しづらいこともありますけれども、

思い切って私なりに質問をしてまいります。 

 まず、水道事業でございますが、市長は、第

２次遠野水道ビジョンに基づいて安全安心な水

の安定供給を行うことができるよう水道施設の

計画的整備と老朽施設の改修、更新を進めてい

くとしております。 

 参考までに申し上げますが、市内には、遠野

町〆田・九重沢地区、綾織町山口地区の一部、

小友町外山地区、同じく小友町山谷地区の一部、

それから、附馬牛町では荒川地区、中滝地区、

沢の口地区、大洞地区、小出地区、そして、土

淵町では西内地区、恩徳地区、米通地区、上郷

町では来内地区、宮守町は宮守の一部、達曽部

の一部と、この15の地区がいまだに未整備であ

ります。 

 それら地区の対象世帯は248戸というふうに
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把握をしておりますけれども、一向に整備が進

まず、安全安心な水の安定供給というビジョン

からは程遠く、置き去りのような状況を強いら

れているというふうに捉えざるを得ません。 

 特にも、その中で小友町外山地区は、最近の

周辺水環境の変化から、将来の水源保全に危機

感を抱いております。現在も、今年は冷えが強

かったこともありますけれども、水源の凍結に

よって水が利用できなくなっていることから、

ほかの方から水を汲んで運んで生活を余儀なく

されているという住民もいらっしゃるというふ

うに聞いております。 

 このような市民生活に影響を与えていること

から、市の均衡ある生活環境を実現するために、

現状を十分に把握・理解しながら未普及地区の

整備を進めるべきと考えますが、市長の取組に

対する見解をお伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  水は、人が生きるため

の最も必要なものの一つだと理解しています。

その地域に水が行かないから住むなということ

は絶対に言えないことだと私は思っています。

2006年からの遠野市の総合計画をずっと見てき

ますと、議員おっしゃるとおり、常にそのこと

は書かれてあります。 

 なぜそこに取り組めなかったかということも

もう一度考えていかなければいけないと同時に、

時代がどんどん未来に進んできたわけですから、

何かの方法で、衛生で安全な水を確保する方法

というのも探していかなければいけないと思い

ます。 

 おそらく今の予算の中で、それらの地域に全

て上水道を布設するということは、恐らく今の

遠野の力では難しい部分があると思います。 

 また、老朽化する中、経常収支が赤字に転落

している中で、恐らく何十億円、これじゃ済ま

ないかもしれないですね。その予算をどうやっ

て確保していくかということを考えると、その

新たな方法を模索するということもひとつ視野

に入れながら水道は考えなければいけないこと

だと思います。 

 私も見に行ってきました。その水源とか止ま

るのも分かりました。あと衛生面も、やっぱり

もう少し衛生的にする必要があると感じてきま

した。この辺も含めて水道に関してはしっかり

考え直さなきゃいけない。この間も道路のこと

も言いましたが、ライフラインといいます人が

生きる道なので、見直して計画を立てていかな

ければいけないと認識しています。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  まさに目がくらむような

膨大な経費、予算が伴うというのは重々理解を

しておりますけれども、やはり、今、市長がお

っしゃったように、人の生活はやはり平等でな

ければならない。私生活に格差がないように、

それを支えるのも我々行政の役目だというふう

に私は思っております。 

 ぜひ、そういったことを踏まえながら、過去

には自家水道の施設整備に、市のほうで、上限

50万円でしたか、補助をしながらその対応をし

ているというのも現実としてありますけれども、

このことは恒久的にその施設が使えるというも

のじゃなくて、ある一定の期間が過ぎると、や

はり設備の修繕なる更新が伴ってくると、そう

すればまたそこの住民には負担が伴ってくる、

そういうことになっています。 

 ですから、そういった現状を、市民が今どう

いう生活を強いられているかということを十分

把握、理解しながら、宿題が積み重ならないう

ちに極力対処するというのが私は肝要じゃない

かなというふうに理解をしております。 

 その自家水道、これも一つの環境によっては

仕方がないことでありますけれども、今の現代

住宅、私も、ボイラーもありますし、いろいろ、

給湯器もあったり、そういった環境整備の中で、

できれば市の水道を使ってほしいということで、

私は両方ありましたから、市の水道をそちらの

ほうにつなぎましたけれど、そういった生活す

る上で生活環境を整備する上でもいろんなそう

いった制約が生まれてきています。 
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 そして一方、若い人たちの近代化的な生活を

求めるそういった思考の中で、どうしてもそこ

の地域の活性化が衰退する、停滞するというふ

うな要因にもなっておりますので、ぜひそうい

った環境づくりも若い人たちの定住化、それを

我々も求めているわけですから、ぜひ、そうい

ったことも考慮しながら考えていただきたいと。 

 それで、今回の定例会に遠野市上下水道事業

審議会条例の制定が提案されておりますが、先

ほど来市長の答弁にもありましたとおり、老朽

化が進み深刻な状況になっている施設の改修、

更新は、市長の答弁に前のほうにありましたが、

負の遺産、後世に大きな不安と莫大な財政負担、

そういった課題を残すことになるのではという

ふうに私は危惧しておりますので、これら重要

な課題を先送りすることなく、安定した事業を

達成していくための経営基盤強化に対する具体

策について市長の見解をお伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは先送りしないで、

しっかり現状と、どういう計画にどういう予算

が必要であるかということを明確にして取り組

んでいくべきものと思っています。 

 これについては、技術的な部分では、これま

でのようにやっていくと莫大な費用がかかりま

すけれども、努力はかなりしています。老朽化

している管、耐久性のある高い管、鋳鉄管とか

塩化ビニール管とかございます。これらを、担

当課は駆使して補修や維持に努めています。口

径を減少させるとか、様々な方法を取っていま

す。 

 さらに、その優先度を高めながら計画を立て

ていかなければいけないと思います。そのため

に審議会というのは必要だなと、トータル的に

必要だと思います。施工の計画、修繕の計画、

同時に料金や費用の計画まで、細部にわたって

検討して立てていかなければいけないと思いま

すので、その分を進めて、将来、何とか重荷に

ならない形で後世にバトンタッチしなければい

けないというふうに思っています。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  市長も現場を承知してい

らっしゃるようですから、これらの今後の計画

の見直し、そういったものにぜひ反映していた

だくように期待をして、次の質問に移ります。 

 次の質問については、前の定例会でも一般質

問いたしました河川の氾濫問題でございますが、

市内河川管理に伴う市の果たすべき役割につい

てお伺いしてまいります。 

 先ほども申し上げましたが、前の定例会で質

問いたしました。質問した中で、綾織町の砂子

沢川について、河川氾濫の要因を解消するため

課題と改善の必要性を求めましたが、管理者が

県であるということで、現状の私からの情報提

供、そういう受け止め方をされました。 

 市ではこのことに対して、県に対してどのよ

うなその後対応したのか、そしてその結果がど

うだったのかということをお伺いしたいんです

が、施政方針では、市民の皆さんに自らの命は

自ら守ると、そういう意識の下に自発的かつ適

正な避難行動を取ることができるように防災情

報の発信に努めることとしております。 

 このことは、この砂子沢川を中心とした市民

のみならず、市内全域にわたっての全ての市民

に言えることでありますが、それ以前に、明ら

かに河川氾濫の危険性があると判断され、その

要因となる環境のリスクの解消は、行政が最大

限対処しなければならない役割と責任であると

いうふうに認識しておりますが、市長の見解を

お伺いいたします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  河川の氾濫、これは本

当に昨今の雨量の増加、また、乱開発というの

もございます。重要なことだと認識しています。 

 道路も含めてそうですけれども道路の水路、

消火栓全てそうですが、このライフライン、ま

たは公共的な水路・河川については、予算につ

いてその担当する県、管轄県に要求をしていく

というようなことを続けているということです。
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今回の川等についても担当課のほうでは一生懸

命上げてお願いをしております。これについて

回答があるところ、また、見送りになっている

ところとございます。 

 同時に、先日、国交省の担当所長のほうと私、

お話しをさせていただきました。遠野の水路・

河川が氾濫すると、これの原因というものの一

つに高速道路もあります。そこから出てくるん

ですけれども、その下流域の整備がなされない

ためにあふれて、民家に流出したり、あとは道

路に砂利が運ばれたり、様々な影響が出ていま

す。 

 これらを調査してまとめますので、これにつ

いて対応をお願いしますというお話をさせてい

ただきました。 

 高速道路の水を流すことをするのであれば、

その以前に下流の整備をしなければいけないと

いうのがルールで決まっているということです。 

 ですから、できる限りのことは検討させてい

ただきますというお返事を頂いているので、現

在、雪が解けてきて見やすくなってきておりま

すけれども、建設業協会さんのほうにも相談を

しております。青年部含めて相談をして、これ

らの調査をしてレポートをつくり、上げていき

たいとふうに考えています。それでどれだけの

ことができるかどうかというのは一概にお約束

できないけれども、努力をするというお返事は

頂いています。 

 県の河川の直工というのは、今すぐは難しい

ところであります。なぜならば、市の河川でも

氾濫する河川もありますし、それらの河川、道

路の順番というものがあります。いずれにして

もこの範囲は年々広がっていきますので、この

辺の注意とお願い、計画見直しというのは必要

だと認識しています。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  分かりました。様々管轄

する行政があるわけですけれども、物理的に考

えると、どなたが管理主体であっても、この砂

子沢川については、上流の方は以前に取ってい

るようです、堆積土を。ところが下流の方は堆

積したままの状態なので、河床と堤防の高さが

どんどん狭くなっていくというか、そのような

状況。普通であれば、先ほど市長が話ししたよ

うに、下のほうから、下を広くして、どんどん

上に行って水処理できるような、私も物理的に

考えればそういうふうに考えるんですが、あそ

この川についてはそういう手法なのか工法なの

かはちょっと分かりませんが、そういうことを

やっている経緯があります。 

 ですから、十分その辺も県のほうに伝えなが

ら早急に対処しなければ、その氾濫する先が見

えるというふうな資金がどんどん年々大きくな

ってる。その辺も含めて、少し市長には強い姿

勢でこのことに臨んでいただきたいなというふ

うに思います。 

 それから、次に移ります。宮守保育園の整備

計画についてであります。 

 今般の市長の施政方針演述では、この宮守保

育園の改築は示されておりません。何で私がこ

こでこの質問をするかと申しますと、この宮守

保育園、昭和55年に建設され、既に42年が経過

しております。この42年が経過したことによっ

て、老朽化に伴って雨漏り、そういった課題が

多く今目に見えてきていると、そういったこと

から、利用している父兄の皆さんからも問題と

する声が聞こえてまいりました。 

 今回の市長の施政方針演述の中に、宮守保育

園の整備計画が、先ほど申し上げましたように

見えていません。子育てするなら遠野としてい

るからには、そういった環境の早めの対応が遠

野の姿としてふさわしいものであると私は考え

ますが、宮守保育園の整備計画に対する市長の

見解を求めてまいります。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  この施設は、議員御指

摘のとおり40年以上経過した、老朽化した施設

になっております。先日、私も現地に視察に行

ってきました。やはり改修が必要という思いは

あります。改修ではなくて、さらに進んだ方法
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かなという部分もあります。これについては、

第２次遠野市総合計画後期基本計画の中で位置

づけており、保育協会と連携して計画的な施設

整備を進めるということにしております。 

 つきましては、宮守全体の、宮守の中心市街

地、宮守をどういうふうにこれから面的に考え

ていくか、そのことも含めて、今、宮守総合支

所と話をしているんですけれども、一度意見交

換をして絵を描いたほうがいいんじゃないかと、

将来像というものをさらにもう一度面的につく

った方がいいんじゃないかと、それを見直すこ

とは決めていると、宮守保育園に関してはです

ね。 

 だから、それがそこでいいのか、もしくは違

う場所なのか、含めて面的にもっと宮守の絵を

皆さんが意識して進めてもいいんじゃないかと

いうような話をしています。 

 様々、面的な部分に関しては、ワークショッ

プをするとかいう形で宮守総合支所が中心にな

って今計画を立てています。宮守総合支所を、

さらに宮守の地域づくりの中心的な、サポート

する、あるバックアップ施設として使っていく、

活用していくということも併せて計画しており

ます。 

 いずれにしても、この保育園の整備に関して

は進めますので、施政方針演述ではありません

けれども、そういう意味で計画的にやっていき

たいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  午後１時まで休憩いた

します。 

   午前11時56分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  午前中の市長の答弁、頂

きましたけれども、考え方としては宮守中心市

街地の活性化と、それとの整合性というか連動

性というか、そういったのも考慮して考えると

いうようなことだろうと私は思いますが、ただ、

一つ考えていただきたいのは、中心市街地の活

性化と子育て環境の、いわゆる宮守保育園の整

備の現在置かれている状況を考えれば、それと

はもちろん目的も違うわけですから、しっかり

とその辺の線引きをして、私は対応すべきじゃ

ないかというふうに考えますし、しっかりとそ

れを宮守保育園の保護者に対しても、できれば

ここで市長の考えをお示ししていただきたいと

いうのが私の願いでありますが。その辺は市長、

いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  先ほど申し上げたとお

りにこの計画は進めますと。そして中心市街地

とは関係ないです。つまり、その遊び場とかそ

ういったものも必要だよという話がある中で、

中心市街地というのは駅とか中心に考えていく

わけですけれども、例えば銀河の森とか、例え

ば市営住宅のそばとか、いろんな考え方はあり

ますので、もっと使いやすい場所も含めて、ほ

かの周辺施設とのうまい使い方も含めて、どう

せ建て替えるんであれば、そこでなくても同じ

ことでしょうということをお話しして、広い目

で考えていったらどうかというお話でした。 

 ですから、今のところ何通りかの案があるよ

うです。そのところは尊重しながらも、時間が

あるからそれも一つ視野に入れて考えていただ

いてもいいですよという話をしたところです。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  ぜひ子育てに伴う明るい

環境づくりを推し進めていただきたいというふ

うに思います。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

 馬事振興について質問してまいります。 

 施政方針演述の中では、馬を活用した地域活

性化を述べておりますけれども、ＪＲＡの馬事

振興を参考にしますと、日本の在来種の保存・

伝統、馬事芸能の保存、国内産乗用馬の生産振

興などの取組を通じて、日本の馬事文化発展に
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貢献しているというふうに、ＪＲＡのほうでは

そういうふうに紹介をされていますけれども、

しかし、遠野市の現状は、馬を活用した様々な

イベントなどは定着をしておりますけれども、

管理飼養を日々行っている管理者あるいは農用

場の農家の皆さんは、飼養頭数を含め伸び悩み

の傾向にあるというふうに承知をしております。 

 しっかりとこの馬事振興が、いわゆるその馬

生産者の農家の経営の一部として位置づけがさ

れ、魅力のある馬事振興の確立を支援すべきと

いうふうに思いますが、できれば、その遠野産

馬の生産と育成、それを奨励するとしておりま

すので、それがいわゆる、その農家の収入源の

一部として経営に反映されるべき生産振興の支

援が、どうもこの今回の施政方針演述の中では

具体策が見えてまいりません。その辺について、

市長の見解を伺いたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  馬事振興については、

これまでに５年間で２億5,000万円補助を行っ

ているという状態です。私はこれを絶対に経営

改善しなければいけないと考えていて、早々に

経営分析を始めました。 

 その中で各事業があります。各事業がどうい

う収支であるかってことを求めて分析をしまし

た。その結果、なかなか事業別収支が出てこな

い。事業別収支が計画的になされてないっての

が現実的なところです。以前から改善があると

すれば、そういう分析の仕方っていうのは、も

う既に始まっていなければおかしいわけです。 

 それから、馬の関係者の方々と、もう二度三

度と座談会を開いています。どうすればよくな

るか。意見が結構出てきます。高齢化している

ということもありますね、育成者が高齢化して

いるということもありますし、現在、施設が赤

字になっている部分に関しては、その競りとか、

その市場に出すときのこと、例えば１歳馬で売

れなかったときに２歳馬をどうするかと。そこ

でまた市の負担。 

 要するに公社の負担が膨らんでいくとかです

ね。これを１歳馬にしましょうと。２頭売れた

場合、１頭がいい値段で売れて、２頭、じゃあ

これ、２歳馬に持っていかないで、１頭、１歳

で売っていきましょうとかですね。その生産者

の方から、いろんなこの改善策を提案していた

だいていました。 

 そして、なおかつ競馬会であるとか乗用馬に

関してはどうなのかと。営業の仕方はどうなの

かと。この分析も実際のところはよくなされて

いませんでした。組織改善とともに、その考え

方の改善、そして働く人のモチベーションを上

げるっていうことが大事だと私感じています。 

 この前も馬の関係者の方といろいろ話しして

いたら、イベントは定着して、いろいろできる

んですけれども、馬がいないと。ホースパーク

事業をしていく上で、馬を借りなければいけな

い実態があると。この辺もやはり改善していく

べきだろうと。これにはお金がかかるでしょう

けれども、じゃあ遠野の馬の里は何を中心にや

っていくかっていうことを、全部が赤字だでは

済まないですよ。施設も変えていかなきゃいけ

ない。 

 じゃあどこに、今から注力する。その次にど

うするっていう計画的な考え方が必要です。だ

から、もしかすると時にはお金がかかるかもし

れないです。それでもやるかやらないかという

ところまでいってしまうわけですよね、このま

まいくと。毎年5,300万円もお金をつぎ込むと

か、そういうことをずっとしてきているわけで

すよ。 

 私はこれをどうしても改善しなければいけな

いと考えているので、馬の関係者の方と、例え

ば馬の里、畜産公社の中で、何が何でも一緒に

改善しますよという宣言をしてやっております。 

 その結果、長年出せなかった打開策、この辺

を何らかの糸口を出していくというところに、

まずなろうかと思います。いきなりはいくわけ

がないと思いますよ。ただ人的な体制、これら

もしっかり、もっともっと外から声をかけられ

る、声が反映させられる体制にしていかなけれ

ばいけないとして取り組んでおります。 
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○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  幸い遠野市内には、先ほ

ど市長が話ししたように、遠野の馬文化の歴史

っていうのは、私が生まれる前から遠野の馬産

地としての歴史を積み重ねてきたわけですから。 

 まあ、そういった意味からすると、今現在遠

野市内には多くのマンパワーが存在しておりま

す。そういった方々の、いわゆる知識、経験を

次の経営者に継承できるような、そういう体系

づくりも私は必要じゃないかなというふうに思

います。 

 現在の話を聞きますと、生産者の約９割が60

歳以上だというふうな話も聞いておりますので、

そういったことからすると、将来の馬産地とし

ての遠野、馬事振興を担う遠野市として、やは

り馬、使用する農家の方々の育成も、私はそれ

が一番の要じゃないかなというふうに、馬事振

興の要だというふうに私は理解しておりますの

で、ぜひ馬の里もありますけれども、そういっ

た農家の日々の、これは牛、和牛にしろホルス

タインにしても、それと同じ考え方で、やっぱ

り馬事振興も取り組んでいただきたいなという

ふうに思いますので、その経営が持続できるよ

うな、そういう体制づくりを私は求めていきた

いというふうに思います。 

 それでは、最後になりますけれども、林業振

興についてお伺いをいたします。 

 林業振興については、まさに市長が施政方針

演述で述べておるとおりでございますけれども、

その市長が述べている施政方針のとおり成果が

上がり、理想とする遠野型林業が実現すること

を私は期待をしております。 

 前市長の際には、林業大学校の誘致という話

もありました。私も大分期待が膨らんだという

こともありましたけれども、その後、岩手県の

林業アカデミーがその役割を現在果たしている

ということで、それ以上の林業大学校について

の進展はございませんでした。 

 岩手県は先般の新聞、市場を見ますと、県内

の人工林の多くが伐採期を迎えていることから、

県を挙げて県産木材の利用促進策を進め、森林

資源の好循環につなげるとして、県産木材利用

推進本部を設置いたしました。県内の人工林の

約半分が植林から50年を超え、利用期を迎えて

いると。 

 また、来年は岩手県で全国植樹祭の開催も控

えている。このことから、豊かな森林資源を発

信する好機だと、いい機会だというふうに岩手

県は捉えています。遠野市も全く同じ現状にあ

ります。担い手の育成・確保が大きな課題であ

ります。このことが林業振興上、深刻な問題と

して私は捉えております。 

 このことへの対策が急務であることから、今

回の県の政策、動向を受け、遠野市が核となっ

て林業に関する学習拠点の誘致を図って、全国

からその希望者を受け入れるなどすることによ

って、市内への波及効果が大いに期待されると

いうふうに、他県のほうでも高等学校の学科の

中にも林業課を設置・誘致したり、もちろん県

で取り組んでいる部分もいろいろあるんですが、

そういった遠野市がそれに取り組むことによっ

ての波及効果というものを大分期待をされると。

真の林業振興の実現可能な道を構築すべきと私

は考えるんですが、市長の豊かな識見を活かし

た、本気度の感じられるような答を期待してお

伺いします。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ずっと本気で答えてい

るんですよ。本当に山っていうのは、森ってい

うのは命を育むといいます。水、山から水が出

てきて、そしておいしい野菜、お米を作るため

に、その水がその生命の源となっていくという

関係があります。 

 よくカッパおじさんの運萬さんが、こういう

ことを皆さんに話してくれます。本当にそのと

おりだなと思いながら聞くんですけど。そうい

う話っていうのは、やっぱり都会にいる人にも

若い人にも、その源として伝えていくっていう

ことが、まず必要だろうなと。それによって水

っていうものが、森っていうものが考えられる。
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そこからどういうふうにして、その豊富な資源

を様々なビジネスとか社会の中で役立てていく

かっていうことが重要だと思います。そこがや

っぱり、勉強とかいうことになると思うんです

ね。伝えていくとかっていうことになると思い

ます。 

 まず、これからの遠野の山、森を考えると、

経営していかなければいけないなという思いが

あります。そのためには、ただ切ればいいって

いうものでもない。ただ植えればいいっていう

もんでもないので、そうするとそれを計画的に

どのぐらいのヘクタールがあって、どのぐらい

やっていって、そのサイクルを回せば持続的に

使えるのかっていうビジョンを持っていかなけ

ればいけない。どういうものに使っていくかっ

てことも考えなければいけないですね。 

 一つは、バイオマスとかバイオ発電とかいろ

んなことがあります。もう一つは、遠野産材を

使って、一連の例えば工業団地、木工団地内に

ある事業者が協力して遠野の家を造っていくと

か、様々なブランドにつながるものもあると思

います。その辺を計画的にやっていくというこ

とで、３月の議会が終わった早々に、その森林

経営ビジョンに関して向かっていくための座談

会をやる予定にしています。 

 何回かいろんなことで、いろんなところで、

話をしたり聞いたりしなければいけないなと思

っています。話をしたいですよね、皆さん、や

っている人たちは。自分たちのビジョンを伝え

ようとしてくれるわけです。でも、やっている

人たち、いろんな立場の人たちで、それが違っ

たりするわけですよ。それを共通理解しながら

一緒にビジョンをつくっていかないといけない

というところにあると思います。 

 今やらないと、どんどん無秩序な広がり方を

する。というのは遠野だけの話じゃないです。

市外から遠野の木材を買いに来ている、そうい

う部分もあります。さらには、今、ウッドショ

ック、コロナの影響でウッドショックがありま

した。ウッドショックがあった上に、これから

ウクライナがこういう状態であって、ロシアと

ウクライナが中国がどうなるかっていうことに

よって、さらにそれが進む可能性もあるし。ウ

ッドストックっていうのは非常に大事になって

いきます。その辺まで含めた長期的な考え方が

必要だと思います。 

 取り急ぎ起業塾、林業版の起業塾っていうと

ころは、その座談会の先に広く求めてやってい

くと。林業でどういうふうに設計を立てられる

か、事業ができるかっていうところを見えるよ

うにしていくということをしたいと思います。 

 その中で、林業関係者も言っているように、

その教育っていう部分でも森、使えますよと。

そうだなと考えさせられました。教育も使える、

観光も使える、医療も使えますよね。精神的な

安定とか様々なところで使える。ということは

森っていうのは木を使うということだけじゃな

くて、社会の中で必要な役割なんだってことを

改めて認識する。そしてビジョンを再構築して

いくっていうことが必要だと考えています。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  今、市長の答弁の中に起

業塾という言葉が出てまいりましたけれども、

もう一回考えをお聞きしたいんですが、いわゆ

る、今、全国的にそうですけれども、遠野市の

喫緊の課題は、山はある、ただ手入れもしたい、

ただそれの担い手がいない、足りない、不足。

そういう状況に対して、どのように取り組んで

いくかというのが、私は今の質問のポイントだ

と思っています。 

 それで、いわゆる、例えば高校への、県に対

しての要望なり、あるいは市独自でもいいでし

ょうけれども、全国のそういった方々の、募り

ながら遠野市に呼ぶと。そして遠野で学んでも

らって、日本の森、あるいは遠野の森を育てて

もらうと。そういう担い手がないのが今の現状

です。助成制度も補助事業もいっぱいあります

けれども、それを100％活かせるという環境に

はない。そういうことに対しての市長の考えを

伺いたい。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 
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   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  起業塾っていうのは起

業していくということだけじゃなくて、そこに

従事していく人を育てるために、例えば東京か

らこういう環境で生活したい。じゃあそうやっ

て何でどういうふうに生活するかというところ

を、生活の過程を見えるようにしてあげる。そ

して林業に従事していく人を増やしていくとい

う意味での起業塾です。 

 ですから、学校を造るっていうのは、これ、

時間もかかることです。まずスタートは身近な

ところで始めなければいけないんじゃないです

か。その形で起業塾やその育成がうまくいかな

ければ、学校には到底到達できないと思います。 

 いずれにしても、農業にしても林業にしても、

担い手っていうことは重要なところです。そこ

に参加していただく人を増やすっていうことの

ための取組を始めるという意味でございますの

で、御理解いただければと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  10番多田勉君。 

   〔10番多田勉君登壇〕 

○10番（多田勉君）  ぜひ遠野だけの起業塾じ

ゃなくて、この遠野が取り組む起業塾を、ぜひ

全国に発信して、そして遠野の林業盛り上げて

もらうと。そういうふうに頑張っていただきた

いというふうに思います。 

 時間も終わりますけれども、本来は、私はこ

こで終わりたいんですが、実は昨日、１日は草

木萌え動くと。ちょうど今の時期を木の芽どき

と言うらしいんですけれども、木の葉も一斉に

芽を出して、そして春を告げるということなよ

うであります。 

 ようやく春到来にも気分が晴れ渡らないと、

戦火が消えぬせいかと。ウクライナの３月には

真冬日の寒さもあると聞きます。春浅し。いや、

春遠き人々を思い浮かべるというのは、私のみ

ならず世界の皆さんがそう思っているだろうと

いうふうに思います。一日も早い平和を取り戻

していただくように心から念じて私の質問を終

わります。 

○議長（浅沼幸雄君）  質問者席消毒のため暫

時休憩いたします。 

   午後１時25分 休憩   

────────────────── 

   午後１時26分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 次に進みます。17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  最終13番目の質問

者、佐々木大三郎でございます。お疲れのこと

と思いますが、市長に対して一問一答方式によ

り大項目３点について伺います。 

 質問内容の一部は、これまでの同僚議員の質

問と重複しますので、簡潔な御答弁で結構です

が、市民に分かりやすい質疑応答にしてまいり

たいと思いますので、御理解のほどよろしくお

願いします。 

 それでは大項目１点目の質問。市政刷新の在

り方について伺います。 

 市長は先の市長選挙において、市政刷新を目

指して市民の命と暮らしを守るということを合

言葉に、財政健全化による産業振興や福祉充実

ということを公約に掲げておられました。早い

もので市長就任から既に５カ月目に入っていま

す。この間、遠野市政の現状について、市職員

からの聞き取りや、自ら現地の確認、各種団体

の皆さんとの意見交換、さらには市民との懇談

会開催などにより御確認できたことと思います。 

 そこで伺います。まず市長就任の際、前本田

市長から市政運営について引継ぎのようなもの

があったでしょうか。詳しい内容までは求めま

せんので、差し支えのない範囲内でお答えくだ

さい。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、市長になって大

三郎議員と議場で議論をすることを楽しみにし

ておりましたので、ようやく議論ができるとい

うことに、まず喜びを感じております。そして

御質問にお答えをいたします。 

 本田市長からということではなくて、全政策
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について担当部長から引継ぎを、そして事業の

説明を受けております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  もちろん事務規定

か何かに基づいて、事務担当からの引継ぎはあ

って当然だと思いますよ。私の質問は、前市長

からは引継ぎのようなものはありましたかとい

う御質問でした。もう一度答弁してください。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  前市長から相対して、

そういう形での引継ぎはありません。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  前市長からは何も

なかったということであります。私事で恐縮で

すが、私は民間会社で40年間勤めまして、この

間15回転勤しております。係長に就任して以降

は自分で引継書を作成して、後任の方に引継ぎ

をしております。これは何も私一人のことでは

なくて、全社的にごく当たり前にそのようにし

ております。何でそんなことをするのか。一言

で言えば、お客様第一、上司は二の次。そうい

う気持ちからですよ。 

 その心は何かといいますと、やっぱり企業で

あるからには、お客様サービスを向上させなく

ちゃいけない。そのことにお客様から信頼を勝

ち取って、長い間自分の企業を御利用いただく。

そのことが企業の発展につながるからでありま

す。このことは市政にとっても同じことを私は

言えると思います。 

 したがって、市政の健全な発展を願うのであ

れば、今までやってきたことに対して、これは

何としても新市長はやってほしいとか、あるい

は、これはやっぱりまずかったから改善を加え

ながらやってほしいとか、この際これはやめて

もいいよとか、そのような引継ぎがあってしか

るべきじゃないかなと私は感じます。市民の皆

さんはどのように感じておられるでしょうか。

私は寂しい思いがいたします。 

 次の質問ですが、市長に就任されて多くの

方々と対話を重ねられ、行財政の現状と課題に

ついてほぼ把握できたことと思います。そこで、

改めて市政刷新の必要性について、どのように

考えておられるのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  その必要性が具体的に

なってきたというふうに考えています。刷新の

必要性がより具体的になってきたということで

す。まず財政の仕組み、その構成となる様々な

ライフラインの計画、福祉の計画。提供すべき、

それこそ、今、おっしゃったように市民サービ

スの内容。これらをどういうふうに予算化して

整えていくかということが、まず必要なんです

が。何をするか、具体的にっていうところの施

策に基づいて、それが全て履行されていたか。

この事業が必要であったか、この事業が必要で

ないか。これらの検証もあまりされていない。 

 それと、どうやって具体的に進めていくか、

市民と語り合いながら農業を振興していく、町

をつくっていく、災害から町を守る。様々なこ

とがありますが、その方法論というところをさ

らに踏み込む必要があると思っています。それ

らの点で、まず感じております。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  実は私も市長と同

じような思いがしました。それはあまりにも解

決されないままの課題が山積しているからであ

ります。これらの課題を解決するには、やっぱ

り行財政の現状に大胆にメスを入れていただい

て、検証を加えながら刷新を図るべきと考えま

す。 

 そこで、私が認識している当市の主な課題に

ついて御紹介をさせていただきます。 

 １つには、少子高齢化と人口減少が急速に進

み、閉塞感が漂っております。２つ目は、財政

状況は年々悪化傾向を示しております。３つ目

は、総合交通対策の不備から交通弱者は買物や

通院・通学に難儀を来しております。４つ目は、
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当市の基幹産業は一次産業であると強調してお

りますが、予算は毎年減額され、高齢化や担い

手不足、農業生産額の減少に歯止めがかからな

い状況にあります。５つ目は、市民が望んでい

る行政サービスに十分に予算が回ってこない。

反面、建物整備には多額の予算を投入する建物

行政が今もって続いております。これ以外にも

様々な課題が存在しますが、これらの中で最優

先で解決しなければならないのは人口減少問題

であると私は認識しております。 

 そこで大項目２点目の質問。人口減少対策に

ついて伺います。 

 当市は人口減少に歯止めがかからない状態が

続いております。この人口減少による影響は長

期的かつ多岐にわたっておりますので、その一

例を御紹介させていただきます。 

 まず一つには、産業と雇用への影響でありま

す。これは生産年齢の人口減少により労働力不

足を招き、雇用の量と質の低下が懸念されます。

また、農林業の担い手不足により、耕作放棄地

の増加や環境維持が困難になります。 

 ２つ目は、地域生活への影響であります。当

市が、今、力を入れている小さな拠点による地

域づくりや、行政区の担い手不足によりコミュ

ニティの低下が懸念されます。このコミュニテ

ィの低下は、地域の防犯力や防災力の低下を招

きます。また児童生徒の減少により、地域の核

施設である学校の存続や、しし踊りなど郷土芸

能の活動も危うくなっております。 

 ３点目としましては、行政サービスの影響で

す。税収など歳入の減少が見込まれる一方で、

高齢化はさらに進むことから、社会保障関連経

費などが増加し、財政の硬直化が進行し、行政

サービスの低下を招いてしまいます。 

 以上から、当市の現状、人口減少対策に本腰

を入れて真剣に取り組まなければならないと思

います。市長の御所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  議員おっしゃるとおり、

本腰を入れて取り組まなければいけないことで

す。なぜ人口減少が起こるかということは、暮

らしにくい、生活しにくい。だから起きていく

と思います。喫緊にそれぞれの介護の問題、子

育ての問題という問題もあります。総合的にそ

ういうことだと思います。 

 そのためには要素として衣食住、それと安ら

ぐ心、そして「業」、こういうことがあります。

これらの全てのバランスが取れていかなければ

最終的には住みやすい町にはならない。 

 そして、なおかつ行政サービス、ライフライ

ンを含めたものがしっかりしていなければいけ

ないっていうことが一つの大きな最終的な目標

です。その中で仕事はどうする。仕事の選択肢

を増やす。仕事のミスマッチが起きる。仕事を

欲しい人はいるけど欲しい仕事がないというこ

ともあります。そのために誘致する産業もそう

ですが、業種を増やさなければいけない。その

ために何が必要かってことを考えていかなけれ

ばいけない。 

 もう一つは教育です。全て記憶して、それを

テストでやる教育だけじゃなくて、人間力を上

げていく教育、これが私はグローバル教育って

いうんだと思いますが、このグローバル教育っ

ていうのを、じゃあどういうふうにするのかと。

高校魅力化っていう事業の取組がありますけれ

ど、これは遠野市もやってきました。私はそれ

では足りないと思っています。遠野市がさらに

独自に人間力をアップするための取組を進めな

ければいけない。これが今までは未来づくりカ

レッジとか、そういう形でやってきたんですけ

れども、それではもう今のステージは違うとい

うのが私の考えです。 

 また、例えば出産、出産育児、これらも重要

です。若い世代が遠野市で安心して暮らすため

には、出産から育児、妊娠するところからいく

わけですけれども、そのときに、出産に行くた

めに、安心して行けるように、公約でも申し上

げましたとおり、産前、出産する施設の近くの

ところで泊まれるようにするとか、交通の安全

を確保するとかっていうことは、もう既に予算

化させていただきました。これらのこともそう
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ですし、産後ケアの部分も必要です。これらが

しっかりと育っていかなければ、出産、安心し

てできるっていうことにはなりません。 

 それから保育、保育の環境も変えなければい

けません。働く人の環境の改善、これはもう国

のほうでも言っています。さらにその先、介護

の問題もあります。働く人が働けない。介護以

外で働く人もそうですけれども、介護で働く人、

介護現場で働く人も大変な状況になる。その辺

のケアを深くしていかなければいけないと。そ

れらがトータル的になっていったときに、本当

に住みやすい町になるんですが、今申し上げた

とおりパーツパーツ、部分部分もそれぞれ一生

懸命取り組んでいかなければいけない。 

 誘致企業に関しても、データ系の企業を誘致

する、半導体系の企業を誘致する。そうでなけ

れば、さらに合弁会社化していく。これから、

例えば誘致企業が大きくなったときに、今まで

の従来の遠野市内の事業者がやっていけるだろ

うか。人の競争もしなければいけないし、様々

な競争をして、人を取るか取られるか。こうい

うことになる可能性もあるわけです。 

 その点で業種を、今の業種に絞るだけじゃな

くて、転換していくっていうことも一つ重要な

ことなので、どういうふうに転換できるか。例

えば半導体系にどういうふうに転換できるか。

これらのところを、私は今度、産業別の座談会

の中で提案していきたいというふうに思ってい

ます。これら一つ一つのことに具体的に取り組

んで、アクションを起こしていくということが

大事だと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長がただいまお

っしゃったとおり、この人口減少対策には様々

な要因が複雑に絡んでくるんだろうなというふ

うに思います。その中で、容易に取り組めるの

は移住定住策について、これが一番手っ取り早

いと思いますので、この策について伺ってまい

ります。 

 まず一つには、若年層、10代から20代全般の

方ですが、この地元定着を評価しなければなら

ないというふうに思います。これは小中高校生

たちに、自分たちが生まれ育った遠野市に、も

っと関心と愛着、魅力を抱いて地元高校への進

学と地元企業への就職者を増やすようにすべき

であります。 

 ちなみに中卒生徒の地元高校への入学比率は

約40％程度にとどまっております。また高卒の

就職希望者のうち地元企業への就職比率は約4

4％にとどまっております。具体には、昨年春

の高卒就職希望者58人のうち市内企業への就職

は半数以下の26人ということでした。 

 この現状を改善するには、行政と家庭、学校、

そして企業が連携して、遠野で暮らすことの素

晴らしさを理解してもらえるような取組が必要

じゃないでしょうか。特に市長は自ら学校への

出前事業などによって、市政への将来展望を示

しながら、共に夢と希望を叶える遠野市を築い

ていこうという強い思いを伝えることが効果的

と思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  そう思います。私は緑

峰高校、遠野高校に出前授業をさせてくれない

かと、私が授業をしたいですという申入れを、

今、しております。例えば一番最初にしたのは

緑峰高校にさせていただきました。18歳から成

人、大人になっていくというような時代になっ

てきます。実業高校というのは、即実践できる

ような高校、こういう意味です。ですから、さ

らに市場に近い形での事業や考え方が必要だと

思っています。 

 例えば、緑峰高校から農業ファッション、ブ

ランドを出そう。それは東京でも若い人、それ

とおじいちゃんおばあちゃんも可愛く町で着こ

なせるようなファッションブランドがあったら

いいなとかですね。じゃあインターネット事業、

あるんだからインターネットでショッピングサ

イトをつくって、遠野の物を売っていきましょ

うと。そのときにどうやったら売れるかと。 

 例えば、これはインターネットで売っていく
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場合は、背景が必要です。ストーリーです。そ

の物にある価値。なぜそれができるか、どうい

う人がつくっているかと。そういうストーリー

が、今、重要なソースなんですね。そういうも

のをつくっていくテクニック。 

 今度は売る。今、ホップ和紙とか様々、その

農業高校にあるすばらしい技術と成果っていう

ものがありますので、これを表に出していく。

それをやるときに会社にしたっていいじゃない

かと思うんですね。会社っていうのはどういう

ふうに運営するのかということを、その中でや

ってもいい。そういう様々な取組ができるんだ

よと。それを市が後押ししていくんだと。 

 例えば、農業もいろんな農業のスタイルがあ

ります。今はお米は農協さんに送るのが多い。

であれば違う販路はどういうものがあればよく

て、付加価値がついていくかとか、いろんな市

場の探り方をしていかなければいけないですよ

ね、選択肢をつくっていかなければいけない。

そういうマーケティングリサーチも含めてやっ

ていくっていうことが重要だと思います。 

 そのためには校内だけの授業では足りないだ

ろうなというふうに思っています。さらに遠野

高校、緑峰高校、分けて考える教育も、もう既

に時代遅れかなと。じゃあ、いろんなところで

集まれる、意見交換して一緒に協働できるって

いうようなシステムも必要だなと。 

 そうすると、今までの高校魅力化の取組って

いうものは、もちろん大事な新しい遠野物語を

創るとかありますけれども、もうちょっとそこ

からワンステップ上がったところでやる必要が

あると私は考えていますので、これ、今年度か

ら取り組んでいきたいと思ってます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  市長はスポーツは

じめ多彩な経験と才能の持ち主であります。ま

たこれまでのキャリアを通して国内外に多くの

人脈をお持ちであると私は承知しております。

ぜひ、今、御答弁いただきましたけれども、こ

の出前授業を実現していただきたいというふう

に思います。 

 今度は逆に、市外からの転入者を増やす施策

についてお話しさせていただきます。 

 最近、総務省から公表された2021年の人口移

動報告によりますと、東京23区は初めて人口流

出を示す転出超過に陥ったということです。ち

なみに東京都から他都道府県への転出者は約41

万5,000人に上るということでした。この要因

は新型コロナウイルスの影響と、場所を問わず

働けるテレワークの普及が考えられるというこ

とでした。よその自治体では既にリモートオフ

ィスやテレワークの誘致活動に積極的に取り組

んでいるようであります。 

 この件について前市長にも提言してまいりま

したが、一向に動いている気配を感じませんで

したので、改めて提案させていただきます。既

に御案内のとおり、当市は遠野未来づくりカレ

ッジ内に多額の予算を投入して、高度情報通信

システムを構築しております。御案内のとおり

であります。しかし活用は不十分なままです。 

 そこで、このシステムを誘致活動に生かすべ

きというふうに考えます。市長のお考え伺いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  遠野未来づくりカレッ

ジの活用方法については、今、議論を進めてい

るところであります。それと同時に実際の動き

も始まっております。 

 といいますのは、市内にある活動団体もしく

は市外の企業、ソーシャルビジネスするところ

でもいいです。ベンチャー企業でもいいです。

教室を一つずつ貸すと。その中で様々なプロデ

ュースをする。ベンチャーのレンタルオフィス、

ワーケーションオフィス、今の活動のための拠

点、様々な活動で利用できるような体制にしよ

うということで、もう進めております。 

 また、遠野は光ファイバーケーブルが、まず

ほぼ行きました。これは非常に強い武器になり

ます。最も2030年にはまたさらにその上になっ

ていくわけですが。これを活用するということ
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を考えると、この未来づくりカレッジに行かな

くても、どこでも仕事ができるっていうのがこ

れの強みでございます。どこに行かなければい

けないという形は、もうこれからどんどんなく

なっていくということです。 

 遠野の環境っていうものを売りながら、その

ベンチャーだったり、遠野のその風土で、自分

の人生と価値を仕事と両立させながらやってい

きたいという人が増えていますので、そういう

人たちのための拠点という形のつくり方は、も

う既に使えるんですよね。要は発信していくか

どうか、実践するかどうか、そういうところに

あると思います。これを進めていきたいし、も

う進め出しているというところです。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  最近の企業動向は、

社員の居住地制限を撤廃して、地方に住みなが

ら遠隔で本社業務が可能になるような制度を導

入する企業が増えているようであります。ぜひ

このようなことに取り残されないように、前向

きに取り組んでいただきたいと思います。 

 関連質問ですが、中学校の統廃合によって使

われなくなった校舎の活用について伺います。 

 中学校統廃合時には、学校ごとにすばらしい

跡利用計画を示していただき、地域は大きな期

待を寄せておりました。しかしどうでしょう。

残念ながら学校施設は今もって活用されないま

ま無残な姿で捨て置かれ、地域疲弊の大きな要

因になっております。 

 そこで提案ですが、誘致したリモートオフィ

スやテレワークの拠点として、校舎を活用する

ような提案活動、これが大切だと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  誘致するところってい

うのは目的を持ってくるので、その目的に合致

すれば、それはもう可能だというふうに思いま

す。私が中学校を活用する上で、今、考えてい

ることは、地域に産業、地域に小産業を起こし

たいっていうことです。 

 例えばハムを作るとか、例えばですね。いろ

んな加工品を作る。各産直もあります。ですけ

ど、その加工場っていう基準がすごく厳しくな

ってきて、じゃあ80歳の方に加工場を造れって

言ったって、それ、投資できますか。こういう

話にもなってきます。 

 そうすると、地域のそういう加工品も六次産

業ですね、これ、集団、グループでやらなけれ

ばいけない状況になる可能性というよりも、そ

ういうふうになっていきます。 

 そのときに、じゃあ何をするかっていうこと

が、生まれたときにどこでやるかっていうこと

になるので、先に何をするかっていうことを私

はつくりたいなと、そういう動きをしたいと。 

 そうすると当然、その活動場所や利用場所と

して中学校というのは非常にいい建物なので出

てくる。特にロースハム、足の骨があって、鹿

なんかでもつくれるんですけど、今、鹿は食べ

られないですけどね、鹿のハムも作れます。実

験して作ってみました。これは結構いけます。 

 こういうものをやるには、その中学校の教室

跡、これは理想的なんですね。そういうものを

例に取ってみてもやれることはあるので、やれ

ることを起こしていきたいというふうに思って

います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  確かに市長はおっ

しゃるとおり、既に秋田県内なんかではハム工

場として活用しているところもありますので、

いずれいろんな活用策があると思いますので、

間口を広げて取り組んでいただきたいと思いま

す。 

 もう一点関連提案ですが、首都圏などからの

移住者の住まいとして、空き家の活用について

提案させていただきます。 

 市内の空き家は人口減少とともに年々急増し

ております。直近の調査では約930棟に達して

いるということです。この空き家の解消策とし

て、市は既に空き家バンクへの登録を推奨する
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など積極的な働きかけをしていただいておりま

す。 

 また、ホームページの充実や、関係団体と連

携した対応により成果を上げていただいており

ます。この成果をさらに高めるための提案です

が、空き家バンクへの登録件数をもっと増やす

必要があると思います。 

 ちなみに現在の空き家登録件数はわずか22件

にとどまっております。もちろんこれは所有者

の事情によって登録困難なことも理解できます

が、900棟以上ある空き家に対してわずか22件

の登録件数は少な過ぎると思います。加えてス

ピード感をもって丁寧な御対応も必要であると

思いますが、市長の所見を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  そのとおりだと思いま

す。まず空き家バンクに登録していただくって

いうことは重要です。そのために貸せる状態に

していただく。例えば、できるだけ早めに空き

家になった場合っていう相談を、家族でしてい

ただくっていうことが必要です。 

 それと、地域とのつながりっていうのは非常

に重要になってくると思うんですけれども、こ

うして貸せるということをしっかり発信してい

く。発信すると、結構空き家は借りられるよう

です。それがもっと多ければ選択肢が増えてい

くので、そのほうがいいと思います。 

 同時に空き家に入ってくるっていうことは、

遠野で仕事をするとか、遠野に移住するという

ことになりますので、その移住しやすい環境の

一つに仕事、これ、私としては農業とか様々そ

ういうことを、元々地元であったことをしてい

ただきたいというふうに思っているので、これ

を起業塾等で、先ほども申し上げましたけれど

も、それで生活ができるとか、そういう形の促

し方をする必要があるというふうに思っていま

す。 

 それと、ＵターンＩターンいろいろあります

が、そのグローバル教育っていうものを進める

っていうのは一つ重要です。グローバル教育っ

ていうのは単に外国語を話せるとかっていうも

のじゃないです。外国人と最近、夜、グローバ

ル教育について外国のグローバル教育っていう

のはどういうことなんだっていう、私、ちょっ

と議論したりしています。 

 そうすると、まず自分の地域のプライドを持

つと。子どもたちに自分の地域に対するプライ

ドを持たせる。じゃあそれが、プライドってい

うのはいろいろあるけど何だと。これをはっき

り言えるようにして、それをどうやって人に伝

えようかっていう、そういう動きをしているそ

うです。 

 そうすると、自分の地域のいいところはこう

だ。発表する、宣伝する力が出てくる。そうす

ると、自分のいい地域のよさも、また認識して

いくと。そうすると帰ってきたくなったりもす

る。 

 やっぱり、外国も帰ってこないというのは問

題だそうですね。そこで、自分の地域のプライ

ドと発信、整理と発信っていうのは非常にいい

ことだよと。これを２つくっつけると、面白い

発信になるんじゃないかなって、私、今、思っ

ているところです。 

○議長（浅沼幸雄君）  10分間休憩いたします。 

   午後１時59分 休憩   

────────────────── 

   午後２時09分 開議   

○議長（浅沼幸雄君）  休憩前に引き続き会議

を再開いたします。 

 引き続き一般質問を行います。17番佐々木大

三郎君の一般質問でございます。17番佐々木大

三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  空き家対策につい

て、引き続き関連質問させていただきます。 

 私の認識では、都会暮らしの方は庭付きの一

軒家と休日の家庭菜園に憧れを抱いている方が

多いように思います。幸い遠野東工業団地にＳ

ＭＣさんの工場増設が計画されているようです

ので、社員住宅として空き家の活用を積極的に

提案されてはいかがでしょうか。 
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 特にですが、上郷町と宮守町の子育て支援住

宅構想は今立ち消え状態ですので、ぜひ真剣に

御検討頂きたいと思います。答弁願います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  そこから始めるべきか

なというふうに思っていました。仕事があれば、

今度はあとライフスタイルということになりま

すので、できるだけ遠野を満喫した生活ができ

るようにという売込み方がいいのかなというふ

うに思っていました。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  大変すばらしい御

答弁でした。期待してお待ちしていますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、大項目３点目の質問、財政状況と市民

サービスについて伺います。 

 市長は、さきの市長選挙で、当市の財政状況

は危機的状況にあると述べられておりました。

一方で、市当局は、健全財政の範囲内にあると

常々説明しております。この違いはどこから来

ているでしょうか。市長に御就任されて、財政

の状況を詳細に把握できたことと思いますので、

改めて財政の現状認識について伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  健全財政である指数と

いうのがあって、その範囲というものがありま

す。その範囲に入っております。 

 でも、私はこれまで一般的に企業をコンサル

したり様々な中で、このまま行ったらどうなる

だろうか、当たり前のことをやったらどうなる

だろうかということで見ていきます。 

 そうすると、市のほうで発表している中でも、

このままいくと基金は８億円になります。そう

いう広報でのお知らせもありました。そして、

道路計画、0.1％しか進まなかった。水道の事

業、先ほども質問がありました。経常収支、赤

字に転落しています。物件費35億円あります。

これらがあと何年したら完全に危機になるとお

考えでしょうか。このことが私から見る危機で

す。 

 そして、今、先ほども申し上げたように、そ

の指数の中に入っているのは何でかと言います

と、努力です。午前中も申し上げました。職員

の努力です。 

 だから、心を鬼にして予算を切っていくと、

道路がいくら傷もうがその金額以上できない。

あそこにお金をつぎ込むから、ほかのところか

らこのぐらいのお金は準備しなければいけない。

こういうやり方というのは、私からすると危機

的なやり方です。 

 ですから、指数は入っていても、内容、流れ

は危機であると、なぜならば、使いたいところ

に使えないからです。そういう理解でございま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  安心いたしました。

私も市長の認識と同じ思いでおります。 

 といいますのは、毎年総務省のほうに報告が

義務化されているわけですが、財政の健全化判

断比率、これによりますと財政内容はいずれも

基準内に収まっております。また、歳入と歳出

の釣合いが取れた均衡財政にもなっております

ので、健全財政であると、これは言えると思い

ます。 

 しかし、当市の財政状況、これを私なりに詳

細に分析しますと、大きな課題が見つかってま

いりますので、御紹介させていただきます。 

 それは、全世帯に毎年配付される「もっと知

りたい！遠野の予算」によりますと、10年前、

平成23年の貯金額は50億円でしたが、令和３年

度には21億円まで急激に減少しております。何

と29億円も貯金が減ってしまったことになるわ

けです。 

 さらに、建物などの物件費に係る経常収支比

率、これは、類似する全国の自治体と比較して

最悪状態、すなわち一番悪い状況にあります。

しかも、これが年々悪化しておりまして、改善

の兆しすら見えてこない、これが今の財政状況
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です。 

 この原因の一つは、これまで街場を中心に建

物整備に多くの予算を投じてまいりました。そ

の結果、公共施設の維持管理費は年々増加して

おります。 

 例えば、平成28年度は17.4億円であったもの

が、令和２年度は20億円まで増加しております。

さらに今後も、こども本の森や後方支援資料館

の維持管理費などが加算されてまいります。 

 一方で、令和４年度の当初予算のうち市税等

の自主財源は僅か45.8億円です。このことから

お分かり頂けるのは、市が自由に使える自主財

源の半分は、建物の維持管理に費やされる、消

えてしまう、市民サービスに回すお金は常に不

足状態に陥ってる、お分かりのとおりです。 

 さらに、大規模予算を必要とする水道管、同

僚議員との質疑応答でも交わされましたけども、

この水道管、あるいは市道、水路、公共施設の

老朽化が著しく進んでおりまして、一刻も早い

改修が待たれております。 

 以上から、当市の財政状況は想像以上に大変

厳しい状況に置かれていると私は認識しており

ます。この現状について、再度市長の率直な御

見解を伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今議会でも道路の問題、

河川の問題、水道の問題、様々あります。施設

の修繕あります。例えば、道路の計画、５カ年

計画を立てることに当たって１億円増やしたと

します。0.1％増えません。そういう状態です。 

 ですから、１億円増やして道路やる、0.1％

増えます。0.2％になります。水路計画やりま

す、同じです。こういう状態が続く限り、市民

サービスに怠りが出てくる、この可能性がある

というふうに思っています。 

 ただ、市民も議員の方々も、施設に関して、

道路に関して、修繕しなければいけない、見直

さなければいけない、そういう声が大きいとこ

ろです。これは、そこに応えつつ進めなければ

いけない。そうすると、何かを減額するか、新

たにお金を生むか、そういうことになります。 

 お金を生んでいくという方法を考えながら、

これから市政を進めなければやっていけない。

稼げる市町村になっていかなければやっていけ

ないというのが私の実感です。ですから、民・

間、民の力を活用して稼げる遠野市というとこ

ろを進んでいきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ただいま私から述

べさせていただいたとおり、当市の財政状況は、

自主財源の大半を公共施設の維持管理に回さざ

るを得ない厳しい状況にあります。その原因は、

せっかく造った建物を有効に活用していないこ

とや、遊休施設を発生させていることにあると

私は思います。具体例を御紹介しながら質問さ

せていただきます。 

 これは、前本田市長にも度々申し述べてまい

りましたが、中心市街地活性化基本計画につい

てであります。この事業は10年間にわたる長期

事業で、既に令和２年度末をもって完了してお

ります。事業目的は、中心市街地を昔のように

活性化させるということで、観光施設への観光

客の入り込み目標数を10万人に掲げて、ハード

工事に100億円を投入してまいりました。御案

内のとおりです。 

 にもかかわらず、観光客の入り込み数は目標

値の半数の５万人程度に低迷しております。ま

た、商店街の人通りと売上げは大幅に減少して、

空き店舗も増加傾向にあります。 

 この原因は、建物建設のみに主眼を置いて、

観光客を呼び込むための知恵や工夫、イベント

といったソフト面の対応が手薄であったためと、

これは私自身反省しているところであります。 

 そこで、多田市長には、中心市街地活性化に

向けた観光客の入り込みについて、これまでの

経験やノウハウを生かし、関係機関とも連携し

ながら改善策を見いだしていただきたい。これ

こそがまさに市政刷新であると私は思います。

いかがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 
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   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まさにこの件について

はスタートを始めました。中心市街地活性化事

業というのは、私の中でその中心市街地という

考え方自体に疑問があります。様々な地域に中

心となる市街地、宿場町があったりしておりま

す。その中で、観光客だけじゃなくて、地域の

人たちも楽しめるような地域、これをつくるっ

てことが重要だと考えています。 

 そして、遠野にはいろんなコンテンツがあり

ます。観光の材料があります。そのポテンシャ

ルの高さというのは日本でも有数だと思います。

これを使って活動している人たちはかなりいま

す。でも、これがバラバラだったり、認め合っ

ていなかったりしています。その先には、今度

は観光協会であったり、観光推進協議会であっ

たり、そういう状態になっています。 

 これをしっかりと一本化して、そのシステム

の中でみんなが活躍できるようにしていく、そ

して遠野の発信、さっきも申し上げました。遠

野のプライドの発信、遠野の価値の発信、これ

をホームページ等を改善して進めていきます。

そうやって増やしていかなければなりません。

メニューを増やす、発信を増やす、そして、み

んなで共通理解して取り組んでいくということ

をまず進めていきたいと思います。 

 そして、お金は計画を立てるためのお金では

なくて、いろんなものを実行するためのお金、

中心市街地の建築以外の部分です。実行するた

めのお金に変えていきたいと思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  期待しております。

これ以上ですねハードにお金をつぎ込む必要な

いと思います。ぜひアイデアを出す、ソフトに

充実していただきたい。一日も早く昔のにぎわ

いを取り戻しいただきたいというふうに思いま

す。 

 関連質問になりますが、遠野駅前にあるあす

もあ遠野の１階と、旅の蔵の正面にある旧物産

センター１階の活用策について伺います。 

 この両施設は４年間も未使用状態が続いてお

ります。これまで何度となく前市長に活用計画

をただしてまいりましたが、今もって明確な活

用策を見いだせないままでおります。 

 さらに、昨年は東北デスティネーションキャ

ンペーンが４月から９月の期間で開催されると

いうことで、急遽、駅前広場の公園も整備され

ております。しかし、残念ながら、ここもほと

んど活かされていない。これが今の現実であり

ます。 

 当エリアは、当市の表玄関口であり、遠野の

観光と物産の情報発信エリアと位置づけて、多

額の予算を投入して整備してまいりました。 

 ちなみに、あすもあ遠野には３億円も投入し

ております。整備後の維持管理費も発生してお

ります。しかし、未使用のまま捨て置かれてき

ました。これは、まさに税金の無駄遣いであり、

市政の怠慢、危機感の欠如と強く指摘せざるを

得ません。 

 御就任早々の多田市長には大きな難題かもし

れませんが、この事業は当市の一丁目一番地で

すので、一日も早い改善策を見いだしていただ

きたい、そういうふうに思います。答弁願いま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私、萩野議員の一般質

問のときにもお答えしましたが、中心市街地活

性化、遠野市役所、駅舎、あすもあ、絡めたと

きに、遠野市役所の庁舎も含めて計画的に遠野

ならではのスタイルでやりたかったなというの

がまず第一印象でございます。 

 でも、ずっと私があそこ毎朝通ったり、毎晩

通ったりしている中で、使いたかったところの

一つです。あの施設は、今年度中にはしっかり、

まだ新年度ですか。使えていくようになると思

います。そのために様々な企画を準備しており

ます。例えば、寺子屋でもそうです。グローバ

ル教育を自然にできるようにすることでもでき

ます。 

 いずれにしてもあそこはオープンにして、外
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からも見えながら、人も入りたくなるようなも

のにしていきますので、御期待頂ければと思い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  どのような活用策

を見いだしていただけるのか分かりませんが、

期待してお待ちしております。 

 せっかくですので、私からも何点か提案させ

ていただけいただきたいと思いますので、参考

にしてもらえばと思います。 

 まず、あすもあ遠野１階の活用策についてで

すが、この建物は、観光の情報発信基地という

名目で造られております。当然、国からも補助

金が入っております。そこで、観光に関わる情

報発信機器類を常備されてはいかがでしょうか。

さらに、しし踊りなどの郷土芸能の定期的な実

演、あるいは、希望する観光団体のふれあいス

ペースとして開放されていかがでしょうか。 

 それと、この際、観光の情報発信基地という

看板を取り下げていただいて、コールセンター

などの事務室として変更活用する、これも有益

じゃないかなというふうに私は考えますが、い

かがでしょうか。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いい使い方だと思いま

す。人がとにかく集う、発信の拠点となる、こ

れから観光協会が力が入ってきます。恐らく人

も増えるだろうと思います。観光協会が中心と

なって、遠野の観光の発信を様々していきます。

そうすると手狭になる可能性があるし。 

 もう一つは、期待されている小売、雑貨に近

いもの、雑貨店、コンビニとは言いません。雑

貨店のようなものが欲しいという声もあります。

そうすると、旅の蔵のほうをさらに物販という

ところでは力を入れなければいけないかもしれ

ない。この辺の組立てをしていったときに、当

然今のお話も出てくるというふうに思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  次に、旧物産セン

ター１階の活用策を提案させていただきます。 

 この入り口は、観光客と市民が利用するバス

の発着所になっております。また、このエリア

は中心市街地の玄関口でもあります。したがっ

て、当面はですが、バス利用者の待合室として

活用されてはいかがでしょうか。御見解を伺い

ます。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それは一番、バスの乗

り場としては近いし、いい使い方だと思います。

そこから始まるというのはあると思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  ぜひ前向きに進め

ていただきたいと思います。 

 次の質問に入ります。 

 昨年末に市長と市民の懇談会が、みんなの井

戸端会議という名目で開催されました。どこの

会場も多くの市民が出席されたようですが、私

の地元上郷町でも、これまでになかったほどに

多くの方が集まり、たくさんの意見が出されて

おりました。その意見の大半は、市政への不平

不満と、市内に漂う閉塞感の改善要望のような

ものでした。 

 主な意見を御紹介しますと、建物中心の市政

から、市民サービス向上に予算を回してほしい。

例えば、地区センターの雨漏りや床の傷み、暖

房の故障など、これをまずは早く直してほしい

ということでした。さらには、少子化問題、農

業問題、道路・水路の改修、総合交通対策等々

身近な市民サービスに関わるものばかりでした。 

 市長と同席された部課長、生の声をお聞きに

なって、かなり耳が痛かったことと私は感じて

おります。 

 このような市民からの悲壮感漂う御意見・御

要望に対して、今後、市長はどのような形で市

政に反映させるおつもりなのか伺います。 

○議長（浅沼幸雄君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 
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○市長（多田一彦君）  まず、道路とか水道と

か、先ほども申し上げましたが、こういうもの

については、全体計画の中で計画を見直すとい

うこと、それと、これは思い切って予算を増や

さなければなりません。進歩しません。ですか

ら、その方向で考えるということです。 

 施設に関しては、各地区センターの改修を始

めております。各地区センター、約2,000万円

程度の予算を投下してやっていくという形で進

めております。御意見・御要望は2,700万、3,0

00万かかる、あります。でも、これみんなやっ

ていったら、同じようにやっていかなければな

りません、迅速に。これを苦しい思いで調整し

ながら進めています。 

 ただ、軽易な部分、床のちょっと離れている

とか、ちょっとした工夫で済むような部分は何

も構えてやらなくてもすぐできるだろうという

ふうに思っています。そのための予算は少し増

やしてあります。これまでの小規模工事、その

他の対応する予算とすれば倍になっているはず

です。 

 その小規模工事については、地域の中堅、小

規模建設事業者さんにお願いしてやってもらえ

るようにというような方向でやっています。よ

り地域に密着した形でそういうものが有効にな

っていけばというふうに思います。 

○議長（浅沼幸雄君）  17番佐々木大三郎君。 

   〔17番佐々木大三郎君登壇〕 

○17番（佐々木大三郎君）  個別具体的な質問、

提言をしながら議論をさせていただきました。 

 市長におかれましては、この財政が大変厳し

い中で、山積する課題を一気に解決するのはも

ちろん困難かもしれませんが、いずれ市民の期

待に応えられるような市政運営に心がけていた

だきたい、これは強く要望して質問を終わりま

す。 

○議長（浅沼幸雄君）  これにて一般質問を終

了いたします。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（浅沼幸雄君）  お諮りいたします。３

月３日は、委員会審査のため休会いたしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（浅沼幸雄君）  御異議なしと認めます。

よって、３月３日は休会することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。

本日はこれにて散会いたします。お疲れ様でし

た。 

   午後２時34分 散会   


